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ア
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グ
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グ
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教
授
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資
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主
義
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論
l
i

住

谷

彦

五回三ニー

支

え

が

き

「
資
本
主
義
」
概
念
の
類
型
論

フ
ラ
ン
ス
輩
命
の
波
紋
l
!
l
γ
イ
ヅ
i
l
l

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
波
紋
i
1
1
7
ヲ
ジ
エ
と
イ
ギ
リ
ス
l
l
l

マ
ッ
ク
ス
・
グ
品

1

パ
1

の
「
資
木
主
義
精
神
」
論

む
す
び

1
l若
干
の
問
題
点
|
|

ま

え

が

き

〈

1
〉

グ
ィ
l
y
大
学
の
ク
ノ
ル
教
授
〉
己
闘
え
冨
・
内
ロ
。
ロ
は
、
そ
の
好
著

口
器
阿
内
国
匂
比
丘
町
自
ロ
由
旬
刊
O
E
m
s
-
ロ
官
同
目
。
品
。
円
ロ
巾
ロ
∞
D
N
Z
Z
I

悶

F
E
a
・
宅
芯
ロ
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
の

こ
と
そ
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
早
期
社
会
主
義
者
の
一
人
で
あ
る
ル

イ
・
プ
ラ
y
F
o
E
血
盟
問
ロ
ロ
が
そ
の
著
。
門
間
目
白
山
田
m
w
z
o
ロ
仏
ロ
=
?

S
F
z
g・
の
な
か
で
、
「
資
本
主
義
と
は
あ
る
一
人
が
他
人
を
お
し

(
2
)
 

の
け
て
資
本
を
わ
が
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
勺
て
の
ち
、
ま
た

マ
ル
ク
メ
関
・
沼
田
同
凶
と
エ
シ
ゲ
ル
ス
戸
別
口
問
冊
目
師
、
が
「
共
産
党
宣

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

一宮己

(
H
2
3
の
な
か
で
す
こ
ぶ
る
歯
切
れ
の
よ
い
表
視
で
一
般
大
衆
に

(
3
v
 

む
か
つ
て
資
本
主
義
批
判
を
お
こ
な
っ
て
以
米
と
い
う
も
の
は
、
「
資
本

主
義
」
概
念
は
、
や
や
も
す
る
と
め
る
社
会
現
象
の
プ
ロ
パ
ガ
シ
ダ
的
な

(4) 

意
味
に
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
に
。
マ
ル
ク
ス
の
き
わ
め
て
学

問
的
な
労
作
で
あ
る
「
資
本
論
」
ハ
一
八
六
七
)
が
刊
行
さ
れ
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
資
本
主
義
」
論
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
で
は
絶
え
て
久
し

(5) 

く
学
問
的
な
枚
討
を
経
な
い
ま
ま
で
お
わ
っ
た
。
こ
う
い
り
た
事
態
は
、

た
と
え
ば
て
八
九
六
年
に
で
た
見
出
口
弘
ヴ
ロ
円
伊
ふ
2
H
V
C
Z
己
回
n
F
2
H
。
l

w
o
g
B
向
日
の
第
四
版
に
「
資
本
主
義
」
と
い
う
見
出
し
項
目
が
な
い
と

と
に
も
、
さ
ら
に
は
そ
う
い
う
一
一
一
一
言
葉
に
す
ら
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
う
ち

〔

6
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に
も
、
ま
た
一
九
二
三
年
の
出
国
H
M
r
s
円
昨
日
同
σロ
ロ
F
P
門
官
由
同
昨
日
・

4
q

山
田
町
四
E
n
v
-
阻
止
の
第
四
版
に
や
ワ
と
「
資
本
主
義
」
に
関
す
る
解
説
が

な
さ
れ
ば
し
た
が
、
な
お
そ
れ
が
「
資
本
主
義
一
般
に
関
す
る
論
究
が
掌

ハ
7
)

問
的
著
述
の
う
ち
に
入
る
か
ど
う
か
疑
い
な
き
を
得
な
い
」
と
書
か
れ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
の
な
か
に
も
充
分
に
宥
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
ゾ
ム
パ
ル
ト
者
-
r
s
Z
ユ
は
一
九

O
二
年
に
む
R
S
?

(
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品
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円
宮
内
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目
)
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丘
2
5
5
で
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ら
に
ま
た
一
九

O
四
年
k
P
R
U
Z

E
吋
∞
O
N
S
F
-
2
2
ロ
田
口
}
岡
山
内
昨
日
丘
m
c
N
E
J
c
ロ
昨
日
肘
の
な
か
で
、
彼

の
白
下
の
研
究
対
象
が
「
、
資
本
主
義
」
研
究
に
あ
る
ζ

と
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
、
一
九
一
四
年
の
の
2
ロ
仏
也
、
弘
氏
m
o
N
U
Z
E
ロ
C
H
H
M
H
W

で
は
学
問
の
上
で
も
、
こ
の
概
念
が
い
ま
や
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
少

し
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
脅
適
的
な
意
義
そ
獲
得
し
た
と
と
が
、
何
人

(
日
)

め
阪
に
も
明
瞭
と
広
っ
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
新
た
な

一
九
三



「
資
本
主
義
一
識
の
形
成
と
展
開

問
題
の
局
両
を
も
ふ
く
む
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
ジ

1

フ
ェ
キ
シ
グ
出
・

2
巾
〈

O
E口
問
の
間
目
安
回
目
ナ
回
口
門
田

N
ロ
ロ
口

iwmwtz-7

nm) 

的
HHMC加
と
か
、
ド

1
ブ

ν
且

〉

-uo匂田口
F
の
口
四
円
ロ
三
戸
一
円
曲
目
J
E三
I

(
U〉

与
え
昨
日
目
門
官
同
名
目
付
丘
町
5

5

Z

色町吋

H
p
g
-
u
m巾
g

a
同
と
い
っ
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、
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史
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お
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る
「
資
本
主
義
」
の
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語
法
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問
題
、
他
方
で
は

吋円
5

7
ロ
ロ
岱
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田
H，
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U
O
R
・5
H仏
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刊
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刷
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け
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ロ
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2
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口
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付
色
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民
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〔

W
M
)

新
し
い
用
語
法
の
出
現
で
あ
る
。
す
で
に
今
か
ら
こ

O
年
以
上
前
に
ブ
ラ

ハ
問
)

内
ノ
エ
ル
、
吋
・
∞
司
田
口
。
円
が
四

O
ほ
ど
、
ま
た
ゾ
ム
パ
ル
ト
が
一
八
七
も
の

(HM) 

「
社
会
主
義
」
概
念
を
指
摘
し
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
デ
ィ
ア

ν

ク
テ
ィ
ツ

ν
ュ
な
意
味
か
ら
も
最
少
限
そ
れ
と
同
数
の
「
資
本
主
義
」
概

念
が
存
在
し
た
で
あ
る
う
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。

ク
ノ
ル
教
授
は
当
面
め
問
題
状
況
を
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
「
資
木
主

義
」
論
の
独
自
な
思
想
史
的
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
。
本
稿
は
オ
1

ス

ト
日
ア
の
カ
ト

y
ッ
ク
社
会
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
彼
の
所
説
を

や
や
た
ち
入
っ
て
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
問
題
の
所
在
を
な
に
ほ
ど
か
明
ら

、
、
、
、
、
、
、
ハ
日
)

か
に
し
よ
う
と
す
る
覚
え
書
瓜
の
試
み
で
あ
る
。

〈

1
〉
ク
ノ
ル
'
教
授
は
現
在
グ
ィ
1

ン
大
学
法
尚
子
部
の
社
会
学
宣
教
授
で
あ

る
。
彼
は
オ
ツ
ト
マ

1
w
-
シ
ュ
パ

y
の
跡
を
つ
い
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の

学
説
は
シ
ュ
パ
ン
の
社
会
有
機
体
説
と
は
異
な
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

む
し
ろ
ヴ
畠

1
パ
ー
の
影
響
を
深
く
う
け
て
い
る
。
こ
の
点
は
絞
の
代
表
作

0
2
N
H
E
山
口
《
同
日
印
n
g
g耳
目
片
考
古
ロ

5
8
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ

一
九
四

る
。
一
九
五
九
年
筆
者
の
ず
イ
I
ン
大
学
留
学
中
に
き
い
た
彼
の
講
義
は
、

徹
底
し
た

γ
ュ
が
Y

批
判
に
終
始
し
て
お
り
、
啓
蒙
思
想
の
自
然
法
理
念
と

歴
史
主
義
の
問
題
に
彼
の
、
主
要
な
関
心
が
そ
そ
が
れ
て
い
た
。
本
稿
は
も
と

よ
り
彼
の
思
想
の
全
面
的
な
紹
介
を
く
わ
だ
て
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う
。
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た
だ
し
、
マ
戸
タ
ユ
は
、
、
択
さ
x
m
E
ω
自
ロ
ω
ミ
左
い
う
言
葉
は
使
用
し

て
い
な
い
。
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れ
に
代
る
用
語
は
、
彼
の
場
合
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、
関

8
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句
"
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晶
子

宮
5
5司
巳

gと
で
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っ
た
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こ
の
マ
ル
'
F
只
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基
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概
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系
譜
学
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研
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ば
、
グ
ィ

Y
F
ヲ

l
k
r
E
E
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E
E
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E
o
v
g
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g
M呂
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ω
H
Z
n
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E
冨
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庁
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申
∞
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マ
山
F
F
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丘
四

5

4
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由
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著
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E
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5
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概
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「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
掬

(
叩
叫
)
出
E
口同日
n『
印
国
主
比
例
制
白
岡
・
ロ
目
。
】
例
記
長
丘
町
民
Z
F
O
同ロけ耳目
n
E
ロロ伺

凶
時
帰

ι。ロ即時一斜口一。ロ同
ωわ『伶ロ∞一行都品一庁内
HH
《回。
ω
V向一戸時い
Jturw】件。円
ω
・印一円
J24f
仲間
mw吋岬

Hug-∞-
E
U
同
彼
は
そ
の
な
か
で
「
中
世
は
近
代
よ
り
も
さ
ら
に
資
本
主
義

的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
」
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
ぐ
岡
田
・

α『円四
.
m
u∞・

(U)

と
ち
。
E
U
S
R
Y
口問
0
4
司王
m
n
z
p
m
o
E
d
z
n
E
E偶

E

品
。
"

同
隣
国
。
ロ
ロ
聞
耳
目
円
グ
〈
。
5
0
F
E
M
n
F
E
U
0
6
2
n
E
g
p
d『
巳
自
男
同
由
MM-

印.日仏・
M
∞A

山内・・

ω由也'

〈
刊
拍
〉
の
Ehw
回
2
0
h
p
Nロ
時
間
M
L
t
r
品
。
吋
同
-
m
ω
a
m
n
v
o
ロ
の
O唱
。
ュ
znFω
一
口
?

神田席。ュ
P

E

印
ONMm-oMM口
出
向

Z
d
h
pロ
U
F
Z司
戸
ぐ
。
HWm
唱。
HH
ロ
mwF
同F

国
2
2
p
N
N・
0
2
・H由N
?
一H
H
H
阿
¥
公
明
白
同
y
H
m
s
・
彼
は
そ
の
な
か
で
「
添

意
的
な
革
命
的
賃
上
げ
斗
争
と
鉱
堀
の
無
意
味
な
追
求
に
よ
っ
て
人
間
性
の

崩
壊
を
伴
い
つ
つ
社
会
革
命
を
経
て
の
σ
唱
2vmmn甘
え
Z
M
E
H
Z
E
-
z
s
g
が

成
立
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ゾ
ム
パ
戸
ト
は
、
ま
た
労
働
者
の
牢

簡
と
し
て
抜
き
難
い
資
本
主
義
的
な
経
済
心
情
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

0

4
同
Y
U
2
自
色
2

5
関
与
件
丘
町
ω自
5
・
冨
告
の
F

g

g
白
F
m
山
富
山
間
同
由
凶
∞
-

同
¥
問
、
印
.
∞
ロ
・
リ
1
7
7
ン
同
O
F
Z門

F
Z
同
耳
目
E

は
の
Hロロ血
ωMtNO
門同一
2

4
。口内
mw耳目同
Hmwnrmpm-
巾『同
0
・
回
吉
弘
仲
間
mユ
ロ
ロ
且
図
。
ユ
山
口
同
由
日
ω'H
印・町田
ω
・

に
お
い
て
ョ
国
民
o
E
o
p
t
同
M
W
M
M
H
g
F
ω
E
5
3
と
い
う
用
語
を
つ
か
っ
て
い

る。
2

の
EHOωmmロ
ωの甘え昨日
E
F
2・
問
問
也
芹
と
UEHMω
ョ
に
つ
い
て
は
、
シ
品

7

v
k
r
5
2
計
〈
。
ロ
印
n
E
R
r
-
閃

mwUE
包
Z
E
E
ロ
pmH
叫。
NM包
呂
田
E
喝斗四
T

窓口問。口一戸市山寸
0
・∞・寸
MM
・吋∞
H
3
問
。
=
の
押
Z
2
ω
己
ω
n
H
M
O
P
(
ω
O
N
E
-
U片岡
ωのF
O
ロ)

同凶唱
MSHF自民
ωョ
に
つ
い
て
は
、

Cω
耳
三
品

4
2
M
Z己目
lH凶】
RWCロ山口岡山
-H-

同
町
n
v
o
自
己
同
州
WHVH
戸
回
目
自
民
m
y
z
の宮内回『制悼の
H
H
S
N
少印。凶・

(刊同)、同，
F
o
。内向。時国同
m
w
C
2
・U
O
内
目
。
且
何
時
口
。
品
。
c
z
n
F
O
印
O
N
F
-
z
s
d
p
司

Z
T

ぜ
官
判
明
戸
切
-
H

由回一
Y
印司叫・

一
九
六

ハ
リ

H
)
4
4
2ロ
2

叩。
E

E
ユ
-
u
o
d
z
n
r
o
H
g
N
同
色
町
田
g
・
図
。
ユ
E

同也監・

印・∞叩片岡.

(
お
)
以
下
若
干
の
解
説
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
、
ク
ノ
U
F

教
授
の
著
書

(
本
文
冒
頭
に
か
か
げ
た
〉
は
、
彼
の
ユ
一
一

1
ク
な
立
場
か
ら
す
る
「
資
本

、

、

、

、

主
義
」
論
の
形
成
と
展
開
に
関
す
る
き
わ
め
て
含
蓄
の
あ
る
研
究
で
あ
り
、

そ
の
背
后
に
ひ
そ
む
彼
の
問
題
意
識
が
深
く
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
危
機

状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
察
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な

お
、
本
稿
で
は
本
文
で
主
に
教
授
の
論
旨
を
紹
介
し
つ
つ
、
(
註
)
で
文
献

お
よ
び
筆
者
の
註
釈
を
加
え
る
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
J

単

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
る
紹
介
で
な
い
た
め
、
荻
述
の
順
序
や
説
明
の
仕
方
は
、
筆
者
め
関
心
に

も
と
・
つ
い
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
申
L
そ
え
て
お
き
た
い
。

「
資
本
主
義
」
概
念
の
類
型
論

「
資
本
主
義
」
論
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
ま
ヂ
最
初
の
足
場
を
「
資
本
」

概
念
を
め
ぐ
る
問
題
史
の
な
か
に
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん

「
資
本
」
概
念
の
形
成
史
に
関
し
て
は
、
ベ
1
ム
・
パ
グ
エ
ル
ク
の
指
摘

し
た
よ
う
な
問
題
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ク
ノ
ル
教
授
は
社
会
思
想
史

的
な
宥
点
か
ら
は
た
だ
二
人
の
経
済
学
者
、
す
な
わ
ち
ア
ダ
ム
・
ス

E
ス

と
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
。
彼
の
み
る
と

こ
ろ
で
は
、
と
う
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
・
お
い
て
は
、
「
資
木
」
概
念
は
国
民

経
済
的
給
付
の
担
い
手
と
し
て
の
「
生
産
資
木
」
と
、
私
経
済
的
営
利
の

担
い
手
と
し
て
の
「
営
利
資
本
」
に
分
つ
と
と
が
で
き
る
。
と
と
ろ
が
、

マ
ル
ク
ス
で
は
「
資
本
」
は
そ
の
背
後
に
社
会
倫
理
的
範
藍
帽
を
予
想
さ

(
1
)
 

せ
る
一
種
の
規
範
的
性
格
を
帯
び
き
ぜ
ら
れ
て
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な



わ
ち
、
そ
こ
で
は
{
剰
余
価
値
を
生
む
価
値
と
し
て
の
資
本
は
、
ひ
と

つ
の
物
で
は
な
く
て
、
物
に
媒
介
さ
れ
た
社
会
関
係
で
あ
り
、
人
と
人

と
の
問
の
搾
取
関
係
な
の
で
あ
る
。
」

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
三
つ
の
「
資
本
」
概
念
の
な
か
に
は
「
資
本
家
」

と
は
何
で
あ
る
か
に
関
す
る
三
つ
の
典
型
的
な
表
象
が
存
在
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
円
ρ

ミ
只
は
「
国
富
論
」
で
、
あ
る
と
き
に
は
営
利
貸
木
家
、

す
な
わ
ち
「
種
子
そ
ま
く
こ
と
な
く
収
穫
す
る
ζ

と
そ
好
む
」
人
々
も
を
、

ま
た
あ
る
と
き
に
は
「
人
類
の
善
行
者
」
で
あ
る
生
産
、
資
本
家
を
、
と
も

に
「
資
本
家
」
に
一
括
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
に
対
し
て
「
資
本

家
」
を
「
プ
口
レ
タ

p
ア
ー
ト
の
搾
取
者
」
と
し
て
簡
明
に
規
定
し
た
。
こ

う
し
て
「
資
本
主
義
」
の
概
念
も
こ
の
三
つ
の
「
資
本
」
械
念
に
対
応
し

て
形
成
き
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
〕
「
資
本
主
義
」
を
生
産
技
術
の
面

か
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
概
念
構
成
す
る
。
「
資
本
主
義
」
の
も
と
で
押

し
す
す
め
ら
れ
る
生
産
諸
カ
の
発
達
は
中
吠
的
な
牧
歌
的
年
景
観
を
急
速

に
工
業
的
な
そ
れ
へ
と
変
貌
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
生
産
体
制
に
お
い
て
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

社
会
的
な
人
と
人
と
の
交
渉
関
係
仏

R
〈

R
F
r
は
、
個
人
の
私
法
上

の
権
利
義
務
の
関
係
を
前
提
し
つ
つ
、
生
一
此
子
段
の
所
有
者
と
非
所
有
者

と
に
分
た
れ
て
い
き
、
民
銀
契
約
の
関
係
と
な
る
。
こ
の
「
資
木
主
義
」
概

念
は
、
経
済
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
側
面
を
重
視
し
て
概
念
構
成
さ
れ
て

、
、
、
、
、
、
、

い
る
の
で
、
「
資
木
主
義
」
を
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
道
徳
に
は
無
関
心

、
、
、
、
、

な
経
済
組
織
と
し
て
扱
う
自
然
法
的
社
会
学
者
、
と
く
に
ス
ゴ
ラ
学
に
つ

な
が
る
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
、
今
日
も
な
お
見
い
だ
さ
れ
る
と
と
ろ
の

(
2
)
 

も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
各
司
教
管
区
に
対
し
て
カ
ト

3
ッ
ク
教
会
の

「
資
本
主
義
」
払
酬
の
形
成
と
展
開

対
処
す
べ
き
全
社
会
問
題
の
取
扱
い
か
た
に
関
し
て
指
示
を
与
え
た
教
皇

(
3〉

廻
勅
は
、

MN35H回
目
。

Z
E
E
-
Z
2・
に
し
て
も
、

ρ戸
山
品
目
m

沼
田
即
日
。

円

4
)

田口口
C
H
U
U
H
・
に
し
て
も
、
「
資
木
主
義
」
問
題
を
、
と
の
中
立
的
な
ヴ
Z

ル

ト
フ
ラ
イ
の
「
資
本
、
王
義
」
概
念
で
も
っ
て
処
理
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
は
、

2
一
〕
工
業
的
生
産
技
術
と
社
会
的
安
渉
関
係
に
お
け
る
個
人

の
処
分
権
を
前
提
と
す
る
古
典
経
済
学
の
「
経
済
人
」
の
精
神
で
あ
る
、

か
の
可
詑
な
か
ぎ
り
の
利
、
制
追
求
の
精
神
が
全
社
会
を
貫
徹
し
て
い
る
よ

う
な
社
会
体
制
と
し
て
の
「
資
本
主
義
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

意
味
に
お
け
る
「
資
本
主
義
」
お
よ
び
「
資
本
主
義
の
精
神
」
は
、
中
世

的
な
需
要
充
足
経
済
な
ら
び
に
そ
の
経
済
心
情
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
こ

の
「
資
本
主
義
」
概
念
は
、
自
然
法
的
社
会
営
者
、
と
く
に
徹
底
し
た
個

人
主
義
的
自
由
主
義
者
の
な
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
昔
で
い
え
ば
、
ブ

〈

5
〉

7

1
ガ
ス

y
p話
5
2
や
ス
ミ
ス
、
今
日
で
は
西
欧
市
民
階
級
の
新

ハ日

)

(

7

〉

自
由
主
義
者
で
あ
る
ミ
1
ゼ
ス
宮
山
田

2
、
ハ
イ
エ
ク
出
回
目
〕
ロ
ペ
レ
プ
ケ

(

8

)

(

q

d

)

〈
叩
)

mOHUFω
、
F
ッ
プ
7

y

E

U
司
自
由
ロ
ロ
、
ォ
イ
ケ
シ
ロ
ロ
門
町
内
山
口
、
ら
の
オ

へ
日
)

ル
ド
1
派
な
ど
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
ほ
「
市
民
社
会

(
H
資
本
主
義
)
」
概
念
は
、
自
国
家
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
自
由
な

諸
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
交
易
社
会
と
し
て
構
想
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ハ

η)

た
、
自
由
経
済
と
開
放
的
な
性
格
と
が
要
話
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
後

に
、
〔
一
一
一
〕
「
資
本
主
義
」
を
一
個
の
歴
史
H
社
会
的
な
体
制
と
し
て
把

え
る
「
資
本
」
概
念
か
ら
は
、
「
資
本
主
義
」
は
「
共
産
主
義
」
に
至
る

人
類
社
会
発
展
の
緋
設
法
的
一
段
階
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ら
、

、
、
、
、

そ
れ
は
一
つ
の
生
産
様
式
、
ぞ
れ
も
「
資
本
、
正
義
」
的
な
、
換
言
す
れ

一
九
七



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

ば
、
マ
ル
ク
ス
剰
余
傾
値
弘
酬
に
も
と
づ
く
独
自
な
意
味
に
お
け
る
「
資
木

家
」
に
よ
る
「
労
働
者
」
搾
取
の
機
構
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と

、
、
、
、
、
、

の
場
合
に
は
結
局
に
お
い
て
特
定
の
価
値
判
断
の
概
念
が
そ
こ
に
入
り
こ

む
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
ク
ノ
ル
教
授
は
具
て
い
る
@
一
八
七

O
年
以
降
新

(必
)

(

U

)

し
く
出
版
さ
れ
た
社
会
主
義
的
文
献
や
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
、
あ
る

(
村
川
〉

い
は
保
守
的
な
、
「
資
本
主
義
」
に
関
す
る
文
献
お
よ
び
社
会
政
策
的
文

献
に
つ
い
て
は
、
後
段
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た

、。
守

U
V

(
1
)

ク
ノ
戸
教
授
は
、
こ
こ
で
マ
戸
ク
ス
「
資
本
論
」
、
さ
ら
に
「
共
産
党

宣
言
」
に
ま
で
遡
及
し
て
、
「
搾
取
」
と
い
ろ
規
定
が
モ
ラ
1
U
J
ッ

γ
?な

意
味
で
も
「
資
本
創
的
生
産
様
式
」
の
構
成
契
機
と

L
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

y
の
論
文
が
今
日
な

お
顧
み
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
開
ハ
Z
m
a
出

OE--

2
0
5
N
G同
4
r
o
o
ユo
ロ
ロ
品
。
2
n
r
k
F作
品
2
印。
N
Z
F
E
g

。。
ω守

宮
己
免
件
。
〉
t
r
g合
ロ
ロ
問
。
F
凶ゆ岡山岡田

Hus-
同
・
∞
-Hω
由
品
2
2
8
0・

U
芯
〈
。
E
E
Zけ

NC口問。ロハ凶
2
印。
NH巳
呂
田
E
ロロ品

E
o
h
r
c問問
mwto
血合同

師。
N
E宕
自
o可
巳
F
E
C片

片

岡

P
Z
H
q
M
r叩

MAh

マ山
y
p
ス
の
「
搾
取
」

、
、
、
、

概
念
を
倫
理
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
、
我
国
で
は
一
連
の
論
争
史

を
も
ち
つ
つ
今
日
で
は
す
で
に
批
判
ず
み
の
瓦
解
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
ヨ

1
ロ
ア
パ
で
は
そ
の
点
か
な
ら
ず
し
も
日
本
と
同
じ
で
は
な
い
。
た

主
え
ば
西
欧
の
精
神
的
風
土
に
育
く
ま
れ
た
俊
災
の
マ
片
グ
ス
学
者
ミ

I
F

が
、
「
労
働
価
値
論
が
そ
れ
じ
た
い
、
な
ん
ら
の
特
定
の
伶
極
的
ま
た
は
政

、
、
、
、

治
的
な
見
解
を
ふ
く
ん
で
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
マ
h
y

タ
ヌ
の
ば
あ
い
(
そ
し
て
あ
る
て
い
ど
ま
で
ス
ミ
λ

の
ば
あ
い
に
も
)
そ
れ

一
九
入、

、
、
、
、
、
、
、

が
き
わ
め
て
は
っ
き
り
し
た
倫
理
的
政
治
的
円
見
解
と
手
を
た
ず
さ
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
真
実
で
あ
る
」
(
傍
点
原
文
。
水
田
・
宮
本
訳
「
労
働
価
値

論
史
研
究
L
、
日
本
評
論
新
社
、
一
五
七
草
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
き

わ
め
て
興
味
深
い
。
な
如
、
価
似
判
断
が
入
り
と
む
こ
と
を
「
非
科
学
的
」

と
み
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
グ
品

1
パ
1
の
有
名
な
問
題
提

起
肥
も
と
づ
く
一
連
の
「
価
値
判
断
論
争
」
が
あ
り
、
今
日
で
も
容
易
に
は

決
着
し
が
た
い
社
会
科
学
方
法
論
上
の
問
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ、

F
ノ
作
教
授
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
背
後
に
、
マ
ヲ
ク
ス
・
ア
ド
ラ

ー
を
中
心
と
す
る
オ
1
ス
ト
ロ
・
マ

Y
F
ス
主
義
の
、
こ
の
点
に
開
閉
す
る
豊

富
な
マ
ル
'
F
ス
研
究
の
成
果
を
予
想
す
る
こ
と
は
、
充
分
に
可
能
な
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
o

な
お
、
マ

W
F
兵
主
義
に
お
け
る
モ
一
フ

1
ワ
ツ
シ
ュ
な
実
存
主

義
的
側
面
を
鋭
く
分
析
し
た
ユ

=
1
F
な
文
献
と
し
て
、
つ
ぎ
の
も
の
を
あ

げ
て
お
く
。
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と
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さ
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語
法
に
し
た
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っ
て
い
る
。
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い
わ
ゆ
る

n
p。
百
回
目
立
は
・
「
有
産
市
民
」
で
あ
り
、
「
自
由
H
資
本

主
義
」

ι
2
ロ
σ日
E
ア
内
同

1
z
-
z
s
gが
ν
y
ボ
ル
。
端
的
に
い
っ
て
、

そ
の
典
型
は
フ
ラ
y
ス
革
命
の
市
民
的
一
階
級
社
会
で
あ
り
、
そ
の
後
市

、
民
が
「
行
動
的
な
国
家
市
民
」
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は
、
も
は
や
絶
え

て
久
し
い
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
成
立
し
て
く
る
市
民
社
会
は
、
し
か
し

(
3
V
 

有
産
者
と
無
産
者
に
大
別
さ
れ
る
ご
分
制
市
民
階
級
社
会
で
あ
る
。
持

「
労
働
者
」
の
類
型
。
い
わ
ゆ
る
己

Z
ヨ
ロ
沼
田
由
民
・
「
共
産
主
義
的
」

ハ
4
V

が
、
そ
の

ν
シ
ボ
ル
。
こ
の
表
象
の
う
ち
に
は
、

V

旦
タ
イ
シ
が
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
プ
ル
内
v
a
ア
ジ
ー
に
よ
る
財
産
お
よ
び
国
家
権
力
の

独
占
に
対
す
る
反
作
用
と
し
て
、
モ
シ
タ
1

ニ
ュ
の
一
階
級
国
家
へ
の
期

待。
l
lそ
れ
は
「
貴
族
」
・
「
市
民
」
の
没
落
後
に
実
現
し
た
|
|
A
が
、
ふ

た
た
び
プ
ロ

ν
タ
P
ア
と
い
う
一
階
級
の
み
の
社
会
建
設
と
い
う
試
み
に

(5) 

な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ま
こ
う
し
た
図
式

と
関
連
づ
け
て
フ
ラ
Y

ス
革
命
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
が
て
ナ
ポ

ν
オ
ジ
お
よ
び
彼
の
制
定
し
た
市
民
法
典
を
通
じ
て
、
有
産
階
級
H
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
社
会
を
生
み
落
す
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
所
有
を
め
ぐ
っ

て
二
つ
に
分
裂
す
る
階
級
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ

F
ア
ー
ト

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
互
に
「
資
本
」
と
「
労
働
」
を
提
供
し
あ

、
、
、

う
こ
と
に
よ
っ
て
営
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
商
品
生
産
の
苧
む
問
題
性
、
す

な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
主
義
」
諭
の
種
子
は
、
こ
の
ブ
ラ
シ
ス
革
命

の
過
程
の
う
ち
に
、
と
く
に
鋭
角
的
な
仕
方
で
も
っ
て
ま
か
れ
て
い
た
と

、、

み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
資
本
と
労
働
と
が
経
済
面
で
は
相

互
に
共
同
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
半
面
、
社
会
面
で
は
両
者
が
鋭
く
対
立
し

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

、
、
、
、
、
、

て
い
る
と
い
う
、
こ
の
逆
説
的
な
事
態
を
は
じ
め
て
最
も
鋭
く
定
式
化
し

た
人
が
、
へ
1

グ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
川
市
民
社

(日〉
会
、
す
な
わ
ち
市
民
の
ル
ー
ズ
な
こ
の
集
団
は
「
そ
れ
自
身
の
な
か
に
進

歩
発
展
す
る
人
口
と
産
業
」
を
内
包
す
る
、
専
門
性
・
利
己
心
・
個
性
の

支
配
す
る

ν
ス
テ
ム
で
あ
る
。
同
ま
た
そ
れ
は
、
「
諸
個
人
の
欲
望
を
満

た
す
こ
と
に
よ
る
人
間
の
、
し
た
が
っ
て
そ
の
た
め
の
手
段
を
調
達
す
る

様
式
の
、
相
互
連
関
を
通
じ
て
の
一
般
化
に
よ
っ
て
、
一
方
の
極
に
富
者

を
集
積
し
て
い
き
、
他
方
の
極
に
機
械
的
労
働
に
結
合
さ
れ
た
階
級
の
隷

〈

7
)

属
性
と
貧
困
」
を
成
立
せ
し
め
る
。
こ
の
へ

1
ゲ
ル
の
見
解
は
、

F
カ
1

門

o
o
v

ド
派
の
賃
銀
H
利
潤
二
律
背
反
理
論
の
借
用
で
あ
り
、
他
面
マ
ル
ク
ス
の

ハ
9
)

集
積
H
貧
困
化
理
論
の
先
取
で
も
あ
る
。
と
も
か
く
も
こ
う
し
て
市
民
社

会
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
!
!
よ

1
グ
ル
で
は
「
ヱ
場
主
身
分
」

l
lと

プ
ロ

ν
タ
9
ア
ー
ト

l
l
へ
1
グ
ル
は
少
し
く
悲
調
を
伴
う
「
賎
民
」
と

い
う
用
語
で
よ
ん
だ
が
|
|
の
二
階
級
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
・
同

「
工
場
主
身
分
」
に
協
働
す
る
「
プ
ロ
レ
タ
F
ア
ー
ト
」
は
無
所
有
で
あ

る
か
ら
、
「
身
分
」
を
構
成
し
な
い
の
で
あ
る
。
へ

l
グ
ル
に
よ
れ
ば
、

ハ
叩
)

所
有
者
だ
け
が
「
身
分
」
を
形
成
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
有
産
者
H
ブ

ル
ジ
ョ
ア
の
み
が
市
民
社
会
に
属
し
、
プ
ロ
V

タ
P
ア
1

F
は
そ
の
意
味

で
ま
さ
し
く
秘
会
喪
丸
岡
何
回
開
=
田
口
宮
崎

E
O国
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
社

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

会
の
メ
シ
パ
ー
か
ら
は
ず
さ
れ
、
彼
ら
に
固
有
の
「
共
同
態
」
を
有
し
て

い
な
い
。
つ
ま
り
ブ
ラ
シ
ス
革
命
が
み
ず
か
ら
の
歴
史
過
程
の
な
か
に
顕

、
、
、
、
、

示
し
た
こ
と
が
ら
を
、
へ

1
グ
ル
は
概
念
で
も
っ
て
表
明
し
た
の
で
あ

る
。
ク
ノ
ル
教
授
は
、
こ
こ
か
ら
へ

1
グ
ル
が
プ
ロ
レ
タ
P
ア
1

F
を
布

二

O



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

、
、
、
、
、

民
社
会
の
疎
外
態
と
し
て
把
え
た
こ
と
の
う
ち
に
、
歴
史
の
世
界
で
も
概

、
、
、

念
の
世
界
で
も
当
時
す
で
に
市
民
的
H
資
本
主
義
的
社
会
の
矛
盾
は
露
呈

〈
日
)

さ
れ
て
い
た
と
み
る
の
で
あ
る
。

へ
1
グ
ル
は
異
常
な
熱
意
で
も
っ
て
、
こ
の
運
命
的
な
歴
史
の
進
行
か

ら
の
脱
出
路
を
さ
が
し
求
め
た
・
だ
が
、
そ
れ
は
伎
の
問
題
視
角
か
ら
は

む
ず
か
し
い
こ
と
が
ら
に
属
し
て
い
た
。
こ
と
に
「
社
会
問
題
」
に
対
し

て
は
、
ル
ド
グ
ィ
ツ
ヒ
十
六
世
の
よ
う
に
何
ら
な
す
す
べ
を
知
ら
な
い
と

い
う
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
哲
学
体
系
を
貫
く
イ
デ
ー
は
、
市
民

、
、
、
、
、
、
、
、

社
会
の
利
害
諸
関
係
を
概
念
的
に
体
系
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
か

ら
、
社
会
問
題
の
解
決
が
、
こ
の
「
市
民
的
」
哲
学
者
の
体
系
の
枠
内
で

は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼

の
市
民
社
会
観
の
基
調
は
自
由
放
任
で
あ
り
、
階
級
的
諸
利
害
の
対
立
に

は
無
調
停
の
立
場
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
り
ア
ー
ト
と
し
て
の

存
在
を
止
揚
す
る
原
理
が
、
彼
の
体
系
の
枠
内
で
同
時
に
成
立
す
る
こ
と

は
、
そ
も
そ
も
で
き
な
い
相
談
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
へ

1
グ
ル
は
こ
う
し
た
自
由
放
任
と
無
調
停
の
立
場
か
ら
離

れ
て
国
家
に
よ
る
援
助
、
労
働
の
権
利
、
最
低
生
活
の
保
障
な
ど
を
構
想

で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
家
的
干
渉
・
援
助
お
よ
び
労
働
権
は
、
へ
ー

グ
ル
の
適
切
な
言
葉
で
い
え
ば
、
「
市
民
社
会
の
原
理
と
個
人
の
白
律
お

よ
び
栄
誉
の
感
情
に
そ
む
く
」
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え

「
労
働
権
」
が
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
産
量
は
増
加
す
る
だ
ろ
う

が
、
均
衡
の
と
れ
た
生
産
H
消
費
の
関
係
が
過
不
足
の
状
態
に
お
か
れ
る

と
、
そ
こ
に
不
幸
が
発
生
し
、
し
か
も
増
大
す
る
一
方
と
な
る
。
」
つ
ま

二
O
二

り
「
工
場
主
身
分
層
」
で
な
く
、
「
賎
民
層
」
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
へ

1
グ
ル
が
こ
の
周
知
の
命
題
を
み
ず
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を
も

っ
て
理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
市
民
社
会
は
官
闘
が
過
大
な
場
合
、
貧
困
の
増
大

と
賎
民
の
作
出
そ
防
止
す
る
に
充
分
な
ほ
ど
に
豊
か
で
も
な
く
、
ま
ー
た
そ

の
本
来
の
財
産
を
保
持
で
き
る
に
足
る
ほ
ど
で
も
な
い
こ
と
は
、
誰
の
限

(
刊
以
〉

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
己

こ
の
よ
う
に
、
彼
は
市
民
社
会
の
内
在
的
矛
盾
を
あ
る
程
度
察
知
し
て

い
た
し
、
そ
の
点
で
一
九
世
紀
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
応
酌
恥
判
長
恥
な

社
会
批
判
の
思
想
の
序
章
を
書
い
た
意
義
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

ど
こ
で
「
反
資
本
主
義
的
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
「
社
会
主
義
的
」
ば

か
り
で
な
く
、
「
保
守
主
義
的
」
な
思
想
も
ま
た
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
レ
タ

P
ア
ー
ト
と
な
ら
ん
で
貴
族
居
も
ま
た
「
体
系

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
外
に
あ
る
」
、
す
な
わ
ち
市
民
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
存
在
だ
か
ら
で

あ
る
。市

民
社
会
で
は
貴
族
は
、
f

た
だ
有
産
者
で
あ
る
と
き
に
の
恥
市
民
的
に

実
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
ク
ノ
ル
教
授
の
み
る
と
こ
ろ
で

は
、
へ

1

グ
ル
の
社
会
哲
学
の
な
か
で
は
、
貴
族
は
支
配
身
分
層
と
し
て

は
、
一
七
八
九
年
の
ブ
ラ
シ
ス
革
命
の
と
き
の
よ
う
に
完
全
に
否
定
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
貴
族
お
よ
び
従
庄
は
、
銭
民
と
政

治
的
無
力
を
共
有
す
る
o
」
こ
う
し
て
、
へ

1
グ
ル
は
市
民
社
会
の
体
系
肉

で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
貴
族
の
両
者
を
否
定
し
去
る
こ
と
を
通
じ
て
、

貴
族
的
反
革
命
と
プ
ロ
レ
タ

p
ア
革
命
の
、
い
ず
れ
か
ら
も
免
が
れ
る
こ



と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
へ

1
グ
ル
は
社
会
河
問
題
の
原
理
的
な
解
決
を
断

念
し
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ

ν
タ
p
ア
ー
ト
を
運
命
の
女
神
の
芋
に
委
ね
た

(
幻
)

の
で
ゐ
る
。

へ
1
ゲ
ル
と
同
持
代
の
、
も
し
く
は
後
に
つ
づ
く
ひ
と
び
と
は
、
と
の

帰
結
を
さ
ら
に
押
し
進
め
た
。
彼
ら
は
へ

1
グ
ル
社
会
哲
学
に
お
け
る
市

、
民
外
的
な
基
本
要
素
す
な
わ
ち
貴
族
的
な
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ

p
ア
的
な
要

因
を
、
左
右
か
ら
、
へ

l
グ
ル
右
派
お
上
び
左
派
と
し
て
「
市
民
社
会
の

主
人
公
」
に
放
火
す
る
た
め
に
と
り
あ
げ
た
。
こ
と
に
い
わ
ゆ
る
一
資
本

主
義
」
論
の
内
容
を
か
た
ち
づ
く
る
一
切
の
要
素
は
出
そ
ろ
っ
た
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
へ

1
ゲ
ル
お
よ
び
ブ
ラ
シ
ス
革
命
以
降
あ
ら
ゆ
る
政

、
、
、
、
、
、
、

治
的
イ
デ
オ
ロ

1
グ
た
ち
は
、
こ
の
貴
族
、
市
民
、
野
働
者
の
各
国
旧
の
い

ず
れ
か
を
、
み
ず
か
ら
の
思
想
的
立
場
の
正
当
化
へ
の
究
極
の
拠
り
ど
こ

ろ
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
〔
1
〕
「
貴
族
」
屑
に
拠
っ
て
反
市
民
的
、
反

資
本
主
義
的
立
場
を
思
想
化
し
た
の
が
、
ロ
マ
シ
テ
ィ
l
ク
を
は
じ
め
と

す
る
一
連
の
反
体
制
約
・
保
守
主
義
的
社
会
思
想
で
あ
っ
た
・
ロ
マ
シ
テ

(
M
)
 

ィ
1
ク
で
は
、
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
1

〉
品
川
口
出
国
己
巳
r
v
J
1
0
P

宮口ーー

ロ
2
の
=
品
目
巾
肘

U
B開
口
広
仏
師
吋
∞
仲
回
世
Z
W
C
ロ田ぺ・

2
8
8
、
カ
ト
H
Y
ツ

ク
H
保
守
派
的
特
質
を
も
っ
新
ロ
マ
Y

テ
ィ

1
ク
、
た
と
え
ば
ブ
ォ

1
グ

ル
サ
ジ
グ
派
〈
D
問。一

HE口問
f
m
n
F
C
Z

と
中
世
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
日

〔
国
)

ド
ミ
ニ
ク
ス
派
の
思
想
・
社
会
理
態
に
触
発
さ
れ
た
ア
ン
ト
ン
・
オ
レ
ル

〉
ロ
吉
一
ロ
。
円
。
戸
の
ご
。
叩
n
oロO
H
H

岡
山
田
唱
。
円
。
ロ
ロ
日
曲
目
。

se、
ま
た
い
わ
ゆ

(mu 

る

d
W
3
4日開ロ
2
m
r
z戸
口
哲
ロ
z
と
且

2
0
m広
三
刊
日
ロ
印
回
目
的
口
町
。

〈
汀
)

ρロ白内町
-mw
岡
市
明
日
居
。
ム
ロ
ロ

?
ω
Z
5
5
2
-
u
g
H
U
U∞
・
、
ぞ
れ
か
ら
オ
ヅ

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

ト
マ
l

ル
-
V
ュ
パ

Y
0
3
M
自
由
吋

ω司
同
ロ
ロ
の
ご
仏
巾
H
T
J
J
1

白押戸叫
o
m
g即
時
い
:

〈
刊
日
)

(
S
N
C
な
ど
の

ν
ュ
メ

y
派

ωHV由
H
E
I
R
Vロ
宮
、
最
後
に
イ
夕
日
ア
お

{
日
)

よ
ぴ
ド
イ
ツ
の
フ
ァ
ッ

V
ズ
ム
。

、
、
、
、
、

こ
の
保
守
的
社
会
思
想
の
め
ざ
す
目
的
は
、
身
分
制
国
家
空
白
ロ
《
山
中

田
Z
主
で
あ
る
。
ロ
マ
シ
テ
ィ
1
ク
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
旧
支
配
身
分

層
の
復
活
で
あ
り
、
労
働
側
と
資
木
の
バ
1

ス
ナ
ル
な
統
一
で
あ
る
手
工
業

(
却
)

者
y
y
ブ
ト
の
再
組
織
を
意
味
し
た
。
新
ロ
マ
シ
テ
ィ
1
ク
で
は
、
「
権

威
的
」
と
「
氏
、
主
的
」
、
「
資
本
主
義
的
」
と
「
社
会
主
義
的
」
の
中
間
に

(mu 

た
つ
鴻
放
的
な
休
制
が
考
え
ら
れ
た
。
プ
ア
ッ

ν
ズ
ム
で
も
支
配
国
家
H

、
、
、

政
党
の
担
い
手
と
し
て
「
血
と
肉
」
に
つ
な
が
る
新
貴
族
が
期
待
さ
れ
て
い

(
路
〉

た
。
「
身
分
」
自
体
も
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
に
理
解

(勾〉

さ
れ
て
い
た
。
「
身
分
」
は
ロ
マ
シ
テ
ィ

1
ク
、
新
ロ
マ
シ
テ
ィ

1
ク明、

は
国
家
以
前
の
、
問
中
水
と
並
ん
で
、
か
つ
国
家
外
の
職
業
共
同
様
出
町
1

2
同
町
四
日
目
冊
目
ロ
凹

n
z
p
で
あ
り
、
国
家
の
負
担
軽
減
を
め
ぎ
す
も
の
で

(
川
副
)

あ
っ
た
。
プ
7
y
ν

ズ
ム
で
も
「
身
分
」
は
、
国
家
的
な
、
国
家
に
よ
っ

《
犯
)

て
組
織
さ
れ
統
制
さ
れ
た
協
同
体
内

R
H
5
5己
O
ロ
で
あ
っ
た
し
、
ナ
チ

ズ
ム
で
は
「
身
分
」
は
、
封
建
的
な
領
主
農
場
。
ロ

g
vえ
そ
原
型
と
し

て
経
営
指
v
得
者
と
従
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
工
場
日
兵
営
で
あ
っ

門
部
)

た
。
〔
2
〕
プ
ロ
レ
夕
刊
ノ
ア
の
立
場
か
ら
思
想
化
を
お
こ
な
っ
た
偉
大
な

思
想
休
系
と
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
V

1
ニ
シ
に
至
る
社
会
主
義
お
ヱ

び
共
産
主
義
で
あ
る
。
同
時
代
の
必
然
的
所
産
と
し
て
考
え
ら
れ
る
図
的

、

は
、
生
産
手
段
の
社
会
化
に
よ
る
無
階
級
社
会
め
実
現
で
あ
り
、
そ
の
手

、
段
に
は
西
欧
的
お
よ
び
東
欧
酌
な
見
解
の
相
違
が
生
じ
た
。
西
欧
的
な
そ

ご

O
三
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(1) 

う
。
ク
ノ
ル
教
授
は
、
そ
の
場
合
サ
シ
・

ν
モ
y
と
オ
l

ギ
ュ
只

'p;
コ

シ
ト
お
よ
び
ハ

1
パ
ー
ト
・
ス
ベ
シ
サ
ー
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
と
い
う

の
ほ
、
彼
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
三
人
の
忌
想
家
は
い
ず
れ
も
市
民

的
・
資
本
主
義
的
社
会
を
歴
史
発
展
の
最
後
的
段
階
と
み
な
し
た
ば
か
り

、
、
、
、

で
な
く
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
経
験
と
理
論
で
も
っ
て
詮
明
し
よ
う
と
試

み
、
か
く
て
独
自
な
「
市
民
社
会
」
論
を
構
怨
し
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

サ
y
-
V
モ
シ
お
よ
び
ゴ
シ
ト
は
、
一
八

O
O年
前
後
の
時
代
の
な
か

、
、
、
、
、

に
、
人
類
は
精
神
的
に
は
神
学
か
ち
啓
蒙
思
想
H
形
而
上
学
を
経
て
笑
諮

、
、
、
、
、

科
学
に
進
歩
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
に
は
戦
士
封
建
制
か
ら
改
革
と
革

命
を
過
ぎ
て
一
九
世
紀
の
市
民
的
・
資
本
主
義
的
産
業
H

平
和
体
制
へ
発

展
す
る
と
い
う
、
精
神
お
よ
び
歴
史
の
法
則
、
い
わ
ゆ
る
三
段
階
発
展
法

、
、
、
、
、
、

則
の
「
真
相
民
性
L

を
読
み
と
っ
た
。
と
の
両
者
に
お
け
る
実
護
主
義
と
資

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

本
主
義
の
関
係
は
、
丁
度
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
唯
物
史
観
と
社
会
生
義
の

、

、

〈

2
〉

そ
れ
に
類
比
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ハ
円
安
〈
詮
主
義
の
面
で

は
、
ニ
ュ

1
ト
シ
以
来
の
物
理
的
H
機
械
的
な
世
界
像
を
精
神
の
究
極
的

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

な
発
展
段
階
と
み
に
叫
し
、
資
本
主
義
の
面
で
は
、
資
本
主
義
つ
ま
り
市
民

階
級
と
産
業
体
制
を
社
会
発
展
の
最
後
的
段
階
と
す
る
。
同
実
設
、
王
義
と

資
木
主
義
を
、
革
命
と
反
革
命
、
啓
蒙
と
ロ
マ
Y
テ
ィ

l
ク
の
両
極
の
あ

い
だ
に
浮
動
す
る
時
代
に
お
け
る
知
性
お
よ
び
社
会
の
苦
悩
♂
ら
脱
却
す

る
方
法
で
わ
る
と
考
え
る
。
同
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
封
鎖
的
な
中
世

社
会
の
う
ち
に
、
や
が
て
来
る
へ
き
改
革
の
原
像
を
求
め
る
。
'
も
ち
ろ
ん

へ
3
)

彼
ら
は
神
山
〔
子
、
キ
り
ス
ト
教
、
ま
た
宗
教
一
般
を
古
臭
い
y

と
考
え
た
し
、

そ
れ
に
照
応
す
る
社
会
と
考
え
た
封
建
制
も
い
ま
で
は
時
代
お
く
れ
の
も

の
だ
と
み
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
面
白
い
こ
と
に
、
彼
ら
は
そ
の

当
時
の
権
威
主
義
ゃ
、
ま
た
唯
一
の
イ
デ
1
お
よ
び
階
r

泌
が
み
ず
か
ら
の

絶
対
性
を
要
求
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
古
臭
い
と
と
が
ら
だ
と
は
考
え

〈

4
)

な
か
っ
た
。
グ
ロ
モ

y
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
彼
ら
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
・
産
業
的
経
済
秩
序
と
近
代
自
然
科
学
の
地
盤
の
う
え
に
、
中
世
へ
の

、

、

、

、

(
5
)

復
帰
で
は
な
く
て
、
中
世
へ
の
進
歩
を
」
夢
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
サ
シ
・

ν
モ
シ
と
コ
シ
ト
は
精
神
発
展
の
第
二
段
階
で
あ
る
、

啓
蒙
の
諸
思
想
家
た
ち
が
主
張
す
る
キ
リ
只
ト
教
の
神
に
代
る
抽
象
的
な

理
性
の
崇
拝
お
よ
び
封
建
制
の
身
分
階
層
原
理
に
代
る
自
由
と
平
等
の
抽

象
的
原
理
に
対
し
て
、
そ
れ
が
人
間
社
会
の
結
合
を
強
化
す
る
う
え
に
何

ら
有
効
で
な
い
と
し
て
強
く
反
対
し
た
の
で
ゐ
る
。
ク
ノ
ル
教
授
は
、
サ

、

シ・

ν
モ
シ
と
コ
ジ
ト
の
前
述
し
た
社
会
思
想
の
基
調
を
な
し
て
い
る
中

、
、
、

世
召
還
と
い
う
考
え
の
う
ち
に
、
ブ
ヲ
y

ス
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
類
型

が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
白
白
と
平
等
へ
の
誓
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

、、
狼
裁
へ
の
傾
斜
、
そ
れ
へ
の
偏
好
と
い
う
事
態
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
示
し

二
O
九



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

は
じ
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
指
摘
す
る
。
ブ
ラ
シ
ス
革
命
の
あ

左
で
、
勝
利
を
占
め
た
ブ
ラ
シ
ス
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
門
戸
件
。
可
叩
ロ

2
1

仲
間
同
が
、
そ
れ
ま
で
封
建
貴
族
に
抵
抗
す
る
う
え
で
と
も
に
バ

P
ケ
l
ト

を
き
づ
き
、
平
等
と
友
愛
め
精
神
で
手
そ
と
り
あ
っ
て
進
ん
で
き
た
労
働

者
た
ち
を
切
り
菜
て
て
、
ま
も
な
く
み
ず
か
ら
の
覇
権
を
う
ち
た
て
た
よ

う
に
、
た
だ
封
建
的
・
科
学
的
体
系
を
し
め
殺
す
た
め
に
自
由
と
平
等
宕

呼
び
ょ
せ
る
す

y-ν
モ
シ
の
思
想
に
は
な
に
ほ
ど
か
同
じ
よ
う
な

ν
ニ

V
ズ
ム
が
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
か
ら
、
彼
の
い
う
新
社
会
で

は
封
建
制
の
放
逐
と
と
も
に
、
自
由
と
平
等
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
ζ

と
に

な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ナ
シ
・

ν
モ
シ
や
ヨ
シ
ト
の
構
想
し

た
社
会
は
、
世
人
の
世
界
観
の
形
成
に
あ
ず
か
つ
て
決
定
的
な
力
を
も
っ

実
設
主
義
者
、
新
社
会
を
黄
金
の
時
代
と
し
て
讃
美
す
る
芸
術
家
、
と
の

社
会
に
奉
仕
す
る
教
師
、
産
業
社
会
を
指
導
す
る
銀
行
家
、
工
場
主
、
有

産
市
民
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
す

y
-

V

モ
シ
の
い
う

J
2
Z口出
-oHUZ丹
市
守
の
み
が
存
在
し
、

J
ロ昨日

E
i

〈

8
)

昨
日
号
ロ
即
日
目
旬
開
丘
町
ー
は
ま
っ
た
く
無
意
味
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
た
だ
消

費
す
る
だ
け
で
少
し
も
生
産
を
し
な
い
貴
族
と
か
、
生
産
は
す
る
が
、
幻

想
の
生
産
で
し
か
な
い
僧
職
者
、
社
会
運
営
上
有
害
な
政
治
的
立
場
に
立

つ
啓
蒙
思
想
家
、
自
然
法
学
者
、
革
命
家
と
グ
ヤ
ゴ
パ
シ
派
の
ひ
と
び
と

、
、
、
、
、
、
、

な
ど
が
、
そ
う
で
あ
る
。
以
上
を
総
括
し
て
い
え
ば
、
認
識
批
判
的
に
は

サ
ジ

-
V
モ
γ
や
コ
ジ
ト
の
市
民
的
・
資
本
主
義
的
な
、
い
う
と
こ
ろ
の

「
産
業
体
制
」
は
、
信
仰
や
宗
教
的
信
念
の
ド
グ
マ
に
で
な
く
、
「
実
設

的
な
」
学
問
の
ド
グ
マ
に
も
と
や
つ
い
て
中
世
を
復
活
し
よ
う
と
す
る
試
み

二
一

O

、
、
、
、
、
、

℃
あ
り
、
社
会
批
判
的
に
は
封
建
制
と
貴
族
の
地
盤
の
上
に
で
な
く
、
産

業
体
制
と
資
本
を
有
す
る
市
民
を
基
盤
と
し
て
中
世
絵
」
一
舟
越
し
よ
う
と
す

(
7〉

る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
サ
Y

-

V
モ
γ
や
コ

y
ト

が
も
く
ろ
ん
だ
実
護
主
義
的
・
資
本
主
義
的
社
会
は
、
形
容
矛
盾
で
は
あ

る
が
、
キ
り
ス
ト
教
な
き
カ
F
F
N
Y
ク
、
且
百
一
族
な
き
封
建
制
、
市
民
の
絶

対
的
な
支
配
体
制
ぉ
歴
史
に
お
け
る
終
局
の
社
会
で
あ
る
と
い
え
そ
う
柄
、

あ
る
。と

と
る
で
、
生
物
学
的
社
会
学
の
古
典
的
な
体
系
家
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス

ベ
シ
サ
ー
も
ま
た
、
生
物
学
と
の
き
わ
め
て
強
い
類
比
に
お
い
て
、
右
の

(
S〉

両
者
と
似
た
よ
う
な
結
果
に
到
達
し
た
。
彼
は
歴
史
発
展
の
内
部
構
造
を

生
物
の
構
造
に
対
比
さ
せ
つ
つ
考
え
る

o
m内
座
禁
出

E
O品開
H

目
、
内

腹
壁
、
生
存
準
備
装
量
。
同
外
医
薬

E
a
Z
R
B、
内
体
、
生
存
斗
争

装
置
。
間
外
妊
薬
・
外
的
細
胞
層
か
ら
生
物
の
体
内
に
緊
密
に
っ
た
わ
っ

て
い
く
神
経
組
織
。
ス
ベ
シ
サ
ー
は
生
物
の
こ
の
構
造
が
、
社
会
の
内
的

構
造
と
照
応
す
る
と
み
た
し
た
。
川
内
庇
奨
H
生
計
組
織
。
間
外
医
薬
H

戦
争
組
織
。
同
神
経
組
織
H
戦
士
層
の
地
位
に
由
来
す
る
原
始
群
の
統
制

H
統
治
組
織
(
そ
れ
は
端
的
は
い
っ
て
、
国
家
で
あ
る
。
国
家
は
戦
争
と

戦
士
が
創
っ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
外
的
・
内
的
諸
カ
を
攻
撃
と
防
禦

陀
出
そ
ろ
わ
せ
る
強
制
組
織
な
の
で
あ
る
)
。
ス
ベ
Y

サ
ー
は
原
始
的
な
生

物
体
で
は
た
だ
一
つ
の
神
経
組
織
が
内
・
外
佐
菜
、
内
外
細
胞
層
を
統
制

し
て
い
る
よ
う
に
、
原
始
的
な
社
会
組
織
で
は
た
だ
一
つ
の
命
令
系
統
が

む
れ群

出
。
丘
ぬ
の
・
内
・
外
的
生
活
を
統
轄
し
て
い
る
と
考
え
た
。
彼
に
よ

れ
ば
、
品
目
長
の
地
位
こ
そ
は
外
に
は
戦
争
を
、
内
に
は
経
済
を
砕
べ
て
い



る
点
か
ら
、
こ
の
原
始
生
物
の
神
経
組
織
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
原
始
国

家
単
位
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
高
次
の
発
展
段
階
で
、
と
の
神

経
組
織
(
生
物
)
、
統
治
組
織
(
社
会
)
は
分
化
し
は
じ
め
る
。
生
物
の

場
合
に
は
、
運
動
神
経
系
と
交
感
神
経
系
に
分
化
す
る
。
社
会
の
場
合
に

は
、
本
源
的
な
単
一
首
長
制
か
ら
戦
争
酋
長
と
商
工
業
酋
長
に
機
能
分
化

す
る
。
ス
ベ
シ
ナ
ー
は
豊
富
な
民
族
誌
の
知
識
を
駆
使
し
て
、
経
済
制
度

.
と
国
家
制
度
、
政
治
支
配
と
産
業
支
配
が
原
始
群
で
は
独
り
の
酋
長
に
集

中
さ
れ
て
い
た
が
、
歴
史
の
発
展
に
つ
れ
て
分
化
し
て
い
っ
た
過
程
を
追

求
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
発
展
過

程
は
決
し
て
原
始
社
会
の
場
合
に
の
み
現
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
同

じ
よ
う
な
現
象
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
発
展
に

際
し
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
封
建
社
会
は
や
は
り
単
一
の
国
家
お
よ
び
経

済
支
配
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
中
世
の
所
領
で
は
領
主
あ
る
い
は
貴
族
が

(
9〉

一
切
の
政
治
的
・
経
済
的
問
題
の
絶
対
権
力
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
フ
ラ
y

ス
革
命
以
降
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
っ
て
国
家
の
統
制

が
減
退
し
た
。
こ
の
勝
利
を
占
め
た
資
本
主
義
の
時
代
に
は
、
経
済
は
自

律
的
な
単
位
と
な
っ
て
、
政
治
と
な
ら
ん
で
成
長
を
と
げ
る
。
資
本
主
義

社
会
で
は
国
家
行
政
と
経
済
管
理
の
分
離
が
特
徴
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ス

ベ
ジ
サ

1
の
考
え
で
は
、
回
開
始
社
会
か
ら
産
業
社
会
へ
、
ま
た
封
建
制
か

ら
資
本
主
義
へ
の
発
展
な
ら
び
に
そ
れ
と
照
応
す
る
常
時
戦
争
体
制
か
ら

平
和
体
制
へ
の
発
展
と
い
う
歴
史
の
必
然
的
法
則
に
よ
っ
て
、
強
制
組
織

と
し
て
の
国
家
は
枯
死
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
社
会
主
義
は
一
種
の
強

制
的
社
会
で
あ
り
、
原
始
的
ま
た
封
建
的
状
態
へ
の
復
帰
な
の
だ
と
思
つ

「
資
木
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

て
い
た
か
ら
、
国
家
が
社
会
主
義
的
社
会
の
成
立
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
'

は
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
家
は
む
し
ろ
歴
史
の
終
局
的
段

階
を
一
万
す
と
考
え
ら
れ
た
諸
個
人
相
互
の
契
約
関
係
お
よ
び
自
由
に
立
つ

資
本
主
義
的
な
労
働
お
よ
び
交
易
社
会
の
成
立
に
よ
っ
て
死
滅
す
る
と
、

(
日
)

ス
ベ
ジ
サ
1
は
み
た
の
で
あ
っ
た
。

〈

1
〉
ク
ノ
戸
教
授
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
思
想
の
展
開
を
問
題
に
す
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
草
命
を
そ
の
軸
心
に

お
い
て
い
る
こ
と
は
、
留
意
し
て
よ
い
点
で
あ
る
。
そ
の
構
想
が
あ
る
点
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
を
へ
1
ゲ
作
哲
学
と
そ
の
解
体
と
い
う
方
向
で
抱

え
よ
う
と
す
る
V

グ
ィ
ッ
ト
の
立
場
と
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
も
興
味
深
い
。

(
2
〉
ク
ノ
ル
教
授
の
こ
の
指
摘
は
、
た
し
か
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
だ

が
、
問
題
は
マ
戸
ク
ス
の
場
合
に
は
社
会
主
義
建
設
の
担
い
手
は
プ
ロ

V
F

リ
ア
1
ト
と
し
て
明
確
に
措
定
さ
れ
た
の
に
比
し
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
や
コ

ン
ト
の
場
合
担
い
手
を
単
純
に
「
市
民
階
級
」
で
あ
っ
た
と
割
り
切
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
デ
ブ
ォ
ー
や
ス
ミ
ス
の
市
民
像
に
比
べ
て
、
彼
ら
の
そ
れ
に

、
、
、
、

中
世
召
還
念
。

ω
2巳
ロ
ロ
阿
富
山

2
0
Z
1
2
の
暗
影
が
奇
妙
に
屈
折
し
て
入

っ
て
い
る
点
は
、
ど
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ

ス
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
1

に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
の
歴
史
的
性
格
と
い
え

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
だ
ろ
う
か
。
要
は
、
彼
ら
が
時
代
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
抱
え

、
、
、
、
、
、

ょ
う
と
し
た
か
、
に
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

(
3
〉

印
m
w
E
H
自
由

o
p
z
oロぐ
E
ロ
の
F
同
日

Z
E
己
ω
E
A
Y
H∞
回
目

L
口
一
の
広
口
仏
。

出
。
ロ
吋
向
島
何
回
。
戸

42。〕ア

B
自
古
血
命
的
色
ロ
ナ
印
H
E
O
ロ

(J3
∞M
日

)
Z
品、同ロ

伊
豆
吉
山

0
2
2
2・
町
民
Z

H

∞品目
i
H
白
叶
∞
-
町
可
申
吋
ISN-
こ
の
「
新
キ
リ

← 

一一← 



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

ス
ト
教
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
様
題
に
も
か
か
わ
ら

、
、

ず
愛
と
労
働
の
福
音
の
み
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
い
わ
ば
市
民
的
・
産
業
的
時

代
精
神
に
適
応
し
た
世
間
道
徳
の
書
に
な
っ
て
い
る
。

(
4
〉
印
巴
ロ
寸
印
由
民
MOロ・

0
t
p
M
M円]【・

HV・Nω
由
民
・
こ
こ
で

.
6
釦件。岳山
ω目。

量昨
TUSH--
の
創
造
が
説
か
れ
て
い
る
。
〉
口
問
s
z
。
。
目
仲
0

・
。
oa宮
内
宮

市町ロ
2
8
z
o
E
m
E
F
E
E
ω

昆
E
-
Hア
司
・
間
企
戸
彼
は
こ
こ
で
カ
ト

リ
ッ
ク
が
中
世
で
果
し
た
役
割
を
、
新
一
社
会
で
は
実
証
主
義
が
や
る
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

〈
5
〉
の
O仲
広
江
怠
阻
止
。
自
o
p
u
s
営
言
。
-mH仲2
M
W
Z
E
E
-
品
。
門
図
。
，

自
E

仲
間

F
冨
E
n
v
g
g
M
M
-
回

-HNH・

〈
6
〉
こ
の

-
d
n
t
o
g
-
o
岡Mm20ち
と
・
6
ロ
忠
臣
民
。
白
色
。
】
V
2
0
3
は
、

彼
の
有
名
な
「
政
治
の
寓
話
」

E
s
t
o
-
o
g
H
S
a
g
o
-
0
2
2
2・
0t晶・

M
M・阿川・
H寸
毘
・
に
で
て
い
る
。
こ
の
ま
自
民
o
s
z
E同
件
。
ち
に
は
、
肉
体

労
働
者
も
ま
た
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
産
業
体
制
の
成
員
で
あ

る
。
し
か
し
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
指
導
す
る
側
に
は
な
か
っ
た
・

4
曲目
.. 
白
色
ロ
ー
回
目
o
p
o
v血・

H
H
・
M
Y
H町
{
]
民
.
サ
ン
-
Y
モ
vt

は
、
は

っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
「
〈
社
会
組
織
の
)
問
題
は
一
一
般
民
衆
の
た
め
に
解
決

さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
(
そ
の
場
合
に
も
)
彼
ら
は
や
は
り
単
に

表
面
的
、
消
極
的
な
存
在
に
と
ど
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
。
以
上
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
ジ
イ
ド
・
リ
ス
ト
「
経
済
学
説
史
」
〈
上
〉
〈
宮
川
貞
一
郎
訳
、
東

京
堂
〉
一
ニ
九
一
一
良
以
下
を
参
照
。
」
『
開
-
.. 
0
=。
4
3
2
n
F
E
Z
-
印
丘
三
i

印凹
E
oロ
ロ
ロ
品
品
。
川
印
包
ロ
ナ
印
日
目
o
a
ω
S
E
m
-
F
E
M
M
N
H四
回
∞
由
N・
印
忌
片
岡
.

(7v

サ
ン

-
Y
モ
ン
、
コ
ン
ト
の
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
み
ら
れ
る
封
建
制
と

資
本
主
義
の
奇
妙
な
混
靖
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ノ
戸
教
授
は
マ
ッ

F
-
w
の

研
噛
部
省
白
色
包
会
冨
宮
町
四
0

・
図
。

R
T凶

σ
皆
E
T明日目。
P
T
S
-
同盟。∞-

一一一
一一

印
-
M
O
U

戸
に
よ
り
つ
つ
、
彼
ら
の
思
想
を
上
昇
し
つ
つ
あ
る
プ
ル
'
d
d
z

ア

ジ
1
の
代
弁
者
と
し
て
、
産
業
経
営
を
指
導
し
て
い
く
社
会
層
の
支
配
を
正

当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
‘
こ
の
点
は
改
め

、
、

て
新
社
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
性
格
か
ら
検
討
さ
れ
な
お
す
必
要
が
あ
ろ

う
。
こ
と
に

γ
ス
モ
ン
デ
ィ
と
の
思
想
史
上
の
関
連
を
念
頭
に
お
く
と
き
、

、
、
、
、
、
、

そ
の
自
営
農
民
像
に
ま
つ
わ
る
家
父
長
制
的
性
格
の
問
題
が
こ
こ
で
強
〈
浮

び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
ガ
ロ
1
デ
ィ
「
近
代
フ
ラ

ン
ス
社
会
思
想
史
」
(
平
田
清
明
訳
、
ミ
ネ
戸
グ
ァ
書
房
)
、
二
一

O
|
ニ
O

二
頁
。
な
お
、
一
九
五
七
年
、
土
地
制
度
史
学
会
の
平
田
清
明
氏
「
y
ス
モ

y
デ
ィ
」
に
関
す
る
興
味
深
い
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

円8
〉
問
。
HtoH仲
印
刷
拓
国
g
p
岳
OMUH即
日
目
立
。
。
同
印
o
n
Z
Z問
M
J
U
d呂
田
.

同∞一可申
E

回目・

(
9
〉
こ
の
よ
う
に
言
い
き
る
の
に
は
、
今
日
の
研
究
水
準
か
ら
み
て
、
問
題

が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ス
ベ
ン
サ
1
の
狙
い
は
軍
事
的
・
封
建
的

社
会
か
ら
平
和
的
・
産
業
的
社
会
へ
の
発
展
が
、
原
始
社
会
に
お
け
る
発
展

過
程
と
パ
ラ
レ
ル
'
に
論
註
さ
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
「
市
民

社
会
」
の
優
越
性
が
「
客
観
的
」
に
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

、
、

ち
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
思
想
史
の
輿
味
は
、

そ
の
恩
一
想
が
果
し
て
実
証
的
で
あ
る
か
否
か
に
カ
を
そ
そ
ぐ
と
い
う
こ
と
よ

り
は
、
む
し
ろ
ど
う
い
う
問
題
意
識
を
た
ず
さ
え
て
事
態
を
見
す
え
て
い
た

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
叩
〉
ス
ベ
ン
サ
1
は
経
済
原
理
を
「
競
争
」
と
「
指
導
」
に
大
別
し
、
社
会

、
，
、
、

主
義
は
後
者
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
生
産
者
は
そ
こ
で
何
を
、
何
処
で
、
如

何
に
、
ど
の
時
間
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ

て
、
衣
食
住
の
す
べ
て
が
国
家
伝
よ
っ
て
間
慮
さ
れ
る
か
ら
‘
上
位
の
人
w
h



従
阪
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
を
と
ら
え
て
、
ォ
ッ

ペ
ン
れ
イ
マ
ー
は
、
ス
ベ

y

サ
ー
の
社
会
学
は
も
う
用
を
な
さ
な
い
と
批
判

し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
「
同
y
-

同
E

E

。MMMMO
ロ
『
何
回
目
。
吋
唱
団
可
E
o
g
ι
2

印。位。目。岡山
0

・
H
¥
戸
田

u
c
・
し
か
し
、
ュ
ベ
ン
サ
ー
の
思
想
は
、
一
方
で
ド

イ
ツ
の
社
会
学
者
た
ち
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
〈
四
-
.
吋
2
2
t

g
白
血
吋
出
口

E
2・
同
2
F
0
2
8
2
n
O
E
m
s
Z
H
O
R
H
R
F
2
4『日
r
c
g
s
-

Mロ日印。
E
O】

O包
ωnFO
印
宮
注
目
。
ロ
ロ
ロ
品
開
ユ
巴
-
s
p
M
O
ロ
mwH由日印‘

f
M
U
・

叶
由

-
F
o
。唱。
5
4
g
4
5
2
0・
N
5
C
Eロ
2
0間

E
m仏

OH
の
a
m
-
-
ω
n
g
p
m
f

MmwHMEw-
何回口
OKMqM昨日
ω
n
F
o
dロ宮内
ωcnF口
問
〈
O口
出
血
旬
。
ロ
nmベ
ω
印可
ωi

z
E
血

z
m〕百円
FZZRHFOロ】
V
E
-
o
ω
o
u
z
p
M
O
S
H
申白∞-∞・
H
S

た
と

え
ば
、
テ
ン
=
忌
ス
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
か
ら
ゲ
ゼ
作
シ
ャ
フ
ト
へ
の
こ

、
、
、

段
階
論
は
、
ス
ベ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
明
る
き
を
も
た
な
い
と
は
い
え
、
や
は

り
類
似
す
る
何
物
か
が
あ
る
。
多
く
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
田
ω
想
に
こ
う
い
っ
た
前

、
、
、
、
、
、

近
代
↓
近
代
の
二
段
階
発
反
論
が
み
ら
れ
る
の
は
、
ど
ろ
い
う
理
由
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
コ
ン
ト
に
比
し
、
イ
ギ
ワ
ス
資

本
主
義
を
背
景
に
も
つ
ス
ベ
ン
サ
ー
に
は
前
近
代
性
へ
の
否
定
が
強
く
現
わ

れ
る
代
り
に
「
近
代
」
否
定
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
前
者
で
は
そ
れ
が

逆
に
「
近
代
を
越
え
る
も
の
」
へ
の
展
望
と
む
す
び
つ
い
て
出
て
き
て
い
る

、
、
、
、
、

点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
危
機
」
芯
識
の
構
造
的
差
異
を
示
す
も
の
正
し
て
興

味
深
・
ぃ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
サ
ン
・

γ
モ
ニ
ス
ム
か
ち
社
会
主
義
に
つ
な

が
る
線
も
で
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
関
連
日
同
決
し
て
九
回
船
臥
で
は
な

、

、

、

、

、

、

か
っ
た
。
そ
れ
に
は
へ
1
ゲ
戸
に
み
ら
れ
る
あ
の
歴
史
意
識
が
、
歴
史
発
展

、、

の
思
想
が
、
社
会
進
化
の
思
想
を
止
揚
す
る
契
機
と
し
て
登
場
し
て
こ
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

四l

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

1
パ
I
の

「
資
本
主
義
精
神
」
論

と
こ
ろ
で
、
「
資
本
主
義
」
論
の
検
討
を
と
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
お
わ

り
に
ど
う
し
て
も
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
密
接
な
関
係
な
有
し
て
い

る
テ
1

7
に
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」
問
題
が
あ
る
。
ク
ノ
ル
教
授
は
、

そ
の
問
題
の
系
譜
を
辿
る
な
ら
ば
、
観
念
で
は
な
く
経
済
過
程
こ
そ
が

「
現
実
」
の
形
成
者
な
の
だ
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
へ

l
グ
ル
批
判
二
八

五
九
)
に
ま
で
遡
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
決
定
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
程
度
ま
で
精
神
的
な
、
と
く
に
宗
教
的
な

生
活
態
度
と
い
う
も
の
が
、
特
定
の
経
済
発
展
に
対
し
て
構
成
的
要
因
で

あ
り
う
る
か
、
と
い
う
原
理
的
な
か
た
ち
で
こ
の
間
題
そ
提
起
し
た
マ
ッ

ク
ス
・
グ
ェ

1
パ
1
の
有
名
な
論
文
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ

《

1
v

ぅ
。
と
い
う
と
と
は
、
必
ず
し
も
グ
ェ

l
パ
ー
が
歴
史
H
社
会
に
お
け
る

精
神
的
な
も
の
の
優
位
に
つ
い
て
の
へ

1
グ
ル
の
命
題
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
意
図
し
た
こ
と
そ
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
広
く
て
、
今

日
の
学
問
状
況
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
彼
が
と
の
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
社
会

学
お
よ
び
知
識
社
会
学
の
分
野
に
主
要
な
問
題
を
供
給
し
、
さ
ら
に
や
や

袋
小
路
の
感
の
あ
っ
た
「
資
本
主
義
」
論
に
対
し
て
新
た
な
展
望
を
与
え

(
2〉

る
こ
と
に
成
功
し
た
点
が
、
重
要
な
と
と
な
の
で
あ
る
。
彼
が
そ
こ
で
説

明
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
人
は
、
氷
遠
の
至
福
に
か
、
も
し
く
は
永
劫
の

罪
に
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
そ
も
ぞ
も
の
始
め
に
お
い
て
神
の
聖
な
る
決

円

3
〉

断
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
カ
ル
グ
ア
ジ
の
預
定
の
教
程
が
、

一一一一一一



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

カ
ル
グ
イ
ニ
ス
ト
の
魂
の
う
ち
に
「
資
本
主
義
精
神
」
を
し
の
び
こ
ま
せ

る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
も
も
ろ
ん
、
そ
れ
は
島
恥
に
で

な
く
、
ク
ロ
ム
ヲ
ェ
ル
や
パ
ク
ス
タ
l
、
ス
テ
ィ
ー
ル
そ
の
他
多
く
の
ひ

と
び
と
そ
通
じ
て
間
接
心
渉
透
し
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
が
。
な
ぜ
な
ら

、
、
、
、

一
七
世
紀
の
実
数
的
な
カ
ル
グ
ィ
ニ
ス
ト
の
代
表
者
た
ち
は
、
諸
個
人
が

神
に
選
ば
れ
る
た
め
の
指
標
は
何
で
あ
る
か
、
誰
が
選
ば
れ
る
か
、
自
分

は
本
当
の
恩
寵
の
も
と
に
あ
る
か
、
な
ど
カ
ル
グ
ア
ジ
の
神
学
が
充
分
に

も
し
く
は
ま
っ
た
く
答
え
℃
い
な
い
、
し
か
し
日
常
生
活
の
う
え
で
は
絶

え
ず
関
心
の
も
た
れ
る
あ
肱
川
田
山
田
貯
に
解
答
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

(
4
〉

、

、

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
絶
え
間
な
い
職
業
(
召
命
)
労
働
に
よ
っ
て
宗

教
的
危
懐
疑
を
解
消
さ
せ
、
選
び
を
確
信
さ
せ
る
か
た
ち
で
遂
行
さ
れ

(
5
)
 

た
。
選
び
の
内
面
的
紋
表
と
し
て
労
働
の
喜
び
が
、
心
理
的
確
信
と
し
て

「
資
沫
」
メ
市
何
ら
か
「
労
働
収
益
」
の
ご
と
く
に
、
ま
た
外
一
山
的
徴
表
、
と

し
て
製
礼
典
が
現
象
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
利
潤
」
追
求
が
ト
マ
ス
主

義
や
ル
ッ
タ
1
派
の
社
会
倫
理
と
ち
が
っ
て
禁
じ
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

命
令
さ
れ
る
に
至
る
α

と
と
も
に
、
資
本
家
に
上
昇
し
な
か
っ
た
ひ
と
び

と
、
す
な
わ
ち
労
働
者
は
当
待
の
民
衆
語
で
い
う
「
表
れ
な
奴

2
5
2

吋

2
H
Fど
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
仰
に
よ
っ
て
永
遠
の
罪
に
お
と
さ
れ

た
「
選
ば
れ
ざ
る
者
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ヵ
ル
グ
ィ
ニ

ズ
ム
は
資
本
主
義
の
熱
情
、
願
望
、
神
学
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
適
正
な
利

潤
獲
得
へ
の
欲
求
、
者
修
と
消
費
の
節
約
は
、
カ
ル
グ
イ
ニ
ス
ト
の
宗
教

的
態
度
と
な
る
。
そ
れ
こ
そ
は
グ
ェ

l
パ
l

の
い
う
「
世
俗
内
的
禁
欲

念。

E
D
Z
4
2
ロ
ロ
n
F
O
〉回

w
g
m」
で
あ
り
、
す
で
に
グ
オ
ル
テ
ー
ル

一
一
一
四

が
「
ジ
ュ
ネ
1
グ
で
は
、
人
は
計
算
ば
か
り
し
、
一
度
も
笑
っ
た
り
し
な

(
7
)
 

い
」
と
記
し
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
こ
の
ジ
ュ
ヰ
l

グ
で
み
ら
れ
た
計
算

だ
か
さ
、
宗
教
的
生
真
面
目
さ
、
計
算
へ
の
激
情
、
カ
ル
グ
ア
ジ
的
良

心
で
も
っ
て
課
せ
ら
れ
た
剰
余
労
働
と
余
剰
収
益
へ
の
衝
動
、
こ
の
全
体

が
い
わ
ゆ
る
「
資
本
主
義
精
神
」
を
か
た
ち
ゃ
つ
く
る
の
で
あ
る
。
マ
ッ

ク
ス
・
グ
ェ

l
パ
1
の
「
カ
ル
グ
ィ
ニ
ズ
ム

H
資
本
主
義
」
諭
は
、
一
方

で
は
封
建
経
済
の
崩
壊
、
他
方
で
は
自
由
な
資
本
投
入
と
資
本
利
得
を
め

ハ
8
)

ざ
す
資
本
主
義
経
済
建
設
の
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
カ
ル

グ
ィ
ニ
ズ
ム
と
似
か
よ
っ
た
ゴ

1
ラ
ン
の
回
限
定
説
に
立
つ
イ
ス
ラ
ム
教
徒

た
ち
が
、
戦
争
に
よ
る
絶
え
間
な
い
膨
肢
と
征
服
と
い
う
死
の
影
の
な
か

(
9
)
 

に
林
の
選
び
を
み
た
の
と
対
照
酌
で
あ
る
。
カ
ル
グ
イ
同
一
ス
ト
は
「
拘
束

さ
れ
た
」
経
凶
を
打
ち
と
わ
し
、
「
自
由
な
」
経
済
(
「
産
業
の
自
由
L
)

を
望
み
、
と
の
な
か
に
自
ら
の
選
び
の
刻
印
ぞ
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
そ
も
そ
も
彼
ら
は
資
宋
主
義
体
制
以
外
に
は
神
の

恩
霞
、
し
た
が
っ
て
ま
た
自
ら
の
選
び
左
証
刷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

だ。
ク
ノ
ル
教
授
の
グ
ェ

1
パ
1

「
資
本
主
義
の
精
神
」
論
理
解
は
、
カ
ト

F
ッ
ク
の
す
一
場
に
た
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ち
ず
、
以
上
に
み
た
か
ぎ
り

で
は
か
な
り
正
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な

理
解
の
上
で
試
み
ら
れ
た
伎
の
グ
ェ

1
バ
1
批
判
に
は
、
根
本
的
な
点
マ

若
干
の
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
つ
ぎ
に
そ
の
点
に
関
す
る
彼
の
論

旨
を
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
最
初
に
、
彼
は
従
来
試
み
ら
れ
た
グ
ェ

l

パ
ー

批
判
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
。
第
一
は
グ
ェ

7
パ
司
は
資
本
主
義
発
展



史
上
に
お
け
る
カ
ル
グ
ィ
ニ
ズ
ム
と
い
う
観
念
的
要
因
を
過
大
評
価
し
、

、

、

、

、

、

、

し
か
も
「
資
本
主
義
精
神
」
を
実
体
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
方
法
論

、
、
、
(
叩
)

的
批
判
で
あ
る
。
多
少
言
い
か
え
る
と
、
資
本
主
義
的
経
済
秩
序
が
資
本

主
義
精
神
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ご
と
く
に
歴
史
を
把
え
る
こ
と
は
、
ま

っ
た
く
不
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ク
ノ
ル
教
授
は
、
こ
う

い
っ
た
批
判
、
す
な
わ
ち
グ
ェ

1
パ
l

の
「
カ
ル
グ
ィ
ニ
ズ
ム
日
資
本
主

義
」
論
は
何
ら
か
社
会
形
而
上
学
で
あ
ろ
う
と
望
ん
だ
の
で
な
く
、
た
だ

理
念
型
的
に
構
想
さ
れ
た
概
念
だ
と
し
て
し
ま
う
批
判
を
、
こ
れ
ま
で
論

、
、
、
、
、

議
さ
れ
て
き
た
「
資
本
主
義
」
問
題
の
何
た
る
か
を
方
法
論
的
に
ま
っ
た

く
見
の
が
し
た
も
の
だ
と
す
る
。
ク
ノ
ル
教
授
の
こ
の
見
解
は
、
筆
者
も

た
だ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
第
二
の
批
判
は
カ
ル
グ
ィ
ニ
ズ
ム
と
と
も
に

別
の
精
神
史
的
な
要
因
も
資
本
主
義
発
展
の
説
明
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ

、
、
、
、

る
べ
き
だ
と
い
う
実
証
的
批
判
で
あ
る
。
ゾ
ム
パ
ル
ト
は
高
期
ス
コ
ラ
学

派
の
精
神
、
ト
マ
ス
主
義
の
生
活
合
理
化
に
関
す
る
定
律
か
ら
資
本
主
義

〈
日
)

の
発
展
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
し
、

ν
ョ

1

y
プ
ル
ク
は
ヒ
ュ

1

7
ニ
ズ

(
臼
)

ム
の
教
養
理
念
か
ら
同
様
の
こ
と
を
試
み
た
。
ま
た
多
く
の
唯
物
史
観
に

た
つ
ひ
と
び
と
は
、
宗
教
は
単
に
経
済
の
「
上
部
構
造
」
に
す
ぎ
な
い
と

主
張
し
た
。
こ
う
し
た
見
解
は
そ
れ
ぞ
れ
一
理
あ
る
に
し
て
も
、
グ
ェ

1

パ
1
の
真
意
と
は
へ
だ
た
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
乙
の
点
に
関
す
る
ク

ノ
ル
教
授
の
立
場
は
、
こ
う
し
た
通
説
的
な
批
判
と
は
少
し
く
異
な
っ
た

と
と
ろ
を
指
向
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

彼
は
自
ら
の
研
究
に
も
と
事
つ
い
て
、
「
カ
ル
グ
ィ
ニ
ズ
ム

H
資
本
主
義
」

と
い
う
グ
L
1
パ
1

の
テ
ー
ゼ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
シ
テ
イ
ズ
ム
の
国
々
の

「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

、、

資
本
主
義
的
発
展
に
対
し
て
の
み
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク

(

刊

日

)

の
国
々
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
の
資
本
主
義
発
展

は
、
ま
っ
た
く
別
個
の
経
過
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ェ
ス

イ
ッ
ト
派
の
ひ
と
び
と
は
一
五
七
五
年
か
ら
一
七
六
八
年
に
か
け
て
の
約

二
0
0年
間
、
バ
イ
エ
ル
Y

の
イ
ジ
ゴ
ル

ν
ュ
タ
ッ
ト
に
あ
る
彼
ら
の
大

、
、
、
、
、

学
で
ず
っ
と
経
済
の
自
由
、
と
く
に
利
子
の
自
由

N
Eえ
5
5
m広
の
た

め
に
斗
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
そ
こ
で
は
カ
ル
グ
ア
ジ
派
の
場
合
と
同
じ

〔日〕

く
資
本
主
義
発
展
を
道
徳
的
に
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
興
味
漂
い
こ
と

に
、
ジ
ユ
!
ス
イ
ッ
ト
の
ひ
と
び
と
、
の
同
開
問
。
円
安
w

〈回目。ロ片山田

3
H
g
e
、

同即日

g
t
の
思
え
2
3
g
M
g
w
〉
門
日
向
田
吋
E
H
5
2
(『
HaN)
・
。
町
三
回
i

H
O
U
F
回
目
ロ
ロ
c
E
(↓
8
∞8
・
JN広
口
出
句
-
n
F
-
2
1
3
H斗
臼

e
-
H
W『
MHロ
N

同

E
4
2
N
o
n
F
(↓
口
町
∞
)
.
吋
2
2
)
『
即
日
ロ
2
(
4
A
H寸
寸
∞
)
噂
な
ど
は
そ
の

経
済
的
自
由
の
主
張
の
た
め
に
、
カ
ル
グ
ア
ジ
派
が
ル
ッ
タ
1
派
と
斗
つ

(
日
)

た
よ
う
に
、
ド
ミ
ニ
ク
ス
派
と
斗
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の

は
、
カ
ト
ロ
ッ
ク
で
は
ド
ミ
ニ
ク
ス
派
、
が
プ
ロ
テ
ヌ
タ
シ
テ
イ
ズ
ム
の
ル

ツ
タ
1
派
と
同
様
に
貴
族
・
領
主
の
城
や
村
落
、
小
都
市
、
ま
た
小
経
営

を
勢
力
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ジ
ェ
ス
イ
ヮ
ト
派
は
カ
ル
グ

ア
ジ
派
の
ヂ
ユ
ネ
1

グ
に
お
け
る
ご
と
く
に
、
ア
ク
グ
ス
プ
ル
ク
の
大
商

(
日
)

工
業
資
本
に
拠
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
疑
い
も
な
く
ド
ミ
ニ
ク
ス
派
と

ル
ッ
タ
1
派
の
〔
経
済
〕
保
守
主
義
と
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
お
よ
び
カ
ル
ヴ

ア
ジ
派
の
〔
経
済
〕
自
由
主
義
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
の
み
に
で
は
な
い

が
、
前
記
の
よ
う
な
歴
史
的
・
社
会
的
諸
事
情
に
よ
っ
て
共
働
し
て
規
定

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
観
念
的
・
精
神
的
な
面
が
逆
に
経
済
に
よ

一
一
一
五



「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
側
面
は
、
彼
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
や
は
り
グ

(
釘
)

ェ
I
バ

1
の
「
論
文
」
で
は
一
有
遇
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ク
ノ

ル
教
授
は
、
さ
ち
に
ル
ッ
タ
1
の
偉
大
な
敵
℃
あ
っ
た
ヨ
ハ
シ
・
エ
ッ
ク

か
ら
、
ヵ
ル
グ
ア
ジ
は
資
本
と
利
字
の
自
由
に
関
す
る
自
ら
の
理
論
を
つ

(MM) 

く
り
あ
げ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
を
論
証
す
る
。
エ
シ
ク
は
宗
教
的
に

は
き
わ
め
て
保
守
的
で
あ
っ
た
が
、
経
済
問
題
に
は
革
命
的
で
、
も
の
ご

(
四
)

と
を
「
資
本
主
義
的
」
に
考
え
て
い
た
と
い
う
。
箇
白
い
こ
と
に
、
ル
タ

タ
1
は
宗
教
に
お
い
て
は
甚
だ
革
命
的
で
あ
っ
た
が
、
経
済
問
題
で
は
保

(
拘
)

守
的
・
封
建
的
、
「
反
資
本
主
義
的
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ま
っ
た
く

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

同
時
代
に
、
ル
ッ
タ
ー
は
宗
教
的
・
革
命
的
諸
命
題
を
グ
ィ
ッ
テ
シ
ベ
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
大
学
の
一
爆
に
は
り
つ
け
、
エ
ツ
ク
は
そ
の
経
済
的
・
革
命
的
諸
命
題
を

(
幻
)

グ
ィ
1

Y
大
学
の
扉
に
掲
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
以
上
の
事
実
は
、
あ
る
経
済
秩
序
を
宗
教
が
創
り
だ
し
た
と
い
う
か
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ち
で
宗
教
と
経
済
の
聞
の
因
果
関
連
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
、
い
っ
て

、
、
、
、

み
れ
ば
「
資
本
主
義
」
河
涯
を
ひ
た
す
ら
舟
外
観
的
に
理
解
し
よ
う
と
望

む
こ
と
が
、
い
か
に
問
題
を
は
ら
ん
だ
企
て
で
あ
る
か
を
証
明
し
て
い

(
勾
)

る
。
一
と
同
時
に
、
ま
た
、
グ
ェ

1
パ
ー
が
た
だ
し
く
力
説
し
た
よ
う
に
、

経
済
と
社
会
に
お
け
る
精
神
的
な
要
素
、
端
的
に
「
精
神
」
が
そ
の
き
ま

す
ぐ
に
社
会
的
・
経
済
的
な
事
態
の
な
か
に
解
消
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
の

で
ゐ
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
は
こ
う
で
あ
る
。
「
精
神
」
は
一
切
の
「
経

済
」
そ
超
え
て
自
ら
の
望
む
方
向
に
吹
く
の
で
は
あ
る
が
、
、
だ
か
ら
こ
そ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ま
た
「
精
神
」
ほ
結
局
に
お
い
て
具
体
的
だ
侠
宇
に
対
し
て
一
義
的
な
賞

、
、
、
、

任
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
制
念
的
要
因
も
物
質
的
要
阿
J

也
、
と
も
に
び
と

-
一
一
六

〈
犯
)

し
く
日
経
済
社
会
史
の
紋
後
を
織
り
あ
げ
の
で
あ
る
か
ら
。
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
仕
方
で
「
消
神
」
と
「
経
済
」
が
切
り
離
さ
れ
て
把
え
ら
れ
る
と

き
、
ク
ノ
ル
教
授
の
「
附
資
本
主
義
」
概
念
は
、
結
局
に
お
い
て
は
じ
め
に

、
、
、
、
、

か
か
げ
た
教
授
白
身
の
分
類
に
よ
る
第
一
の
類
型
に
属
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈

1
)

冨
2

4
『

o
t
z
-
g
o
育
E
S
S
E
2
2
r
o
g
E
M
m
g白
血

2

p

r

m神
仏

ω
ω
問
問
問
長
丘
町
田
ロ
タ
山
口
h
k
P
R
F
山
崎
戸
印
O
N
山
弘
司
同
ω
ω
O
ロ
ω
n
F
え
お
ロ
・

印ON円弘司。ロ昨日目Fov且・

]50
印
-
M内
H
-
∞
∞
-
H
P
問
h
F
U
円
M
門
戸
印
印
・
H
a
H
H
D
-
の

ち
に
「
宗
教
社
会
学
論
集
」
第
一
巻
に
収
録
さ
む
た
。
邦
訳
は
大
塚
・
梶
山
訳

〈
岩
波
文
庫
〉
と
阿
部
行
蔵
訳
(
河
出
韓
国
房
)
と
あ
る
@
つ
ぎ
に
従
来
の
研

究
史
で
み
の
が
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を
若
干
あ
げ
て
お
く
。

同
自
己

O
血

O
F州

W40ZM10
・
F
O
M
M
3
Z
2
M
W口
広

ω
目
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Z
H
O
の
注
目
M
O
M
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m
m
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T
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司
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仲
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ω
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0
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ロ
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・
∞
E
g
o
-
5
a
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こ
れ
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こ
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問
題
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扱
っ
た
最
初
の
文
献
で

あ
ろ
う
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英
訳
も
あ
る
(
司
.
開
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目
立
再
8
0
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w
E
R
Z
E
H
U
E
S
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m
w
仲
F
a
w
U
E
・
E
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t
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U
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民
同

ZM拝
E
E
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s
p
c
E
E
F
印

gzω
江
戸

oHE.

H
由
吋
由
司
同
一
円
H
F
印
印
・
N
H
H
N
N
N
・
彼
は
こ
こ
で
カ
戸
ず
ィ
=
ズ
ム
と
産
業
発

達
の
因
果
関
連
を
明
確
に
指
摘
し
た
。
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。
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m
m
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「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

こ
の
商
学
説
の
あ
い
だ
で
彼
は
結
局
ト
1
ニ
1
と
と
も
に
ヴ
手

1
パ
1
批
判

め
系
列
に
属
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
ヴ
ェ

1
パ
1
の
ゾ
ム
パ
ル
ト
批
判

は
「
プ
ロ
テ
ス
F
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
」
の
論
文
以
外
で
も
処
A
に
述
ベ
ム

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
狼
自
な
手
工
業
者
の
宗
教
的
態
度
は
古
代
キ
リ

ス
ト
教
の
始
め
か
ら
存
在
し
た
」
9
2
p
・
4
『
E
R
E
F
a
患
の
2
0
H
T

m
n
F民
y

u
〉

g
b
-
印
N
吋
印
し
ま
た
、
「
ヵ
ト
リ
γ
ク
教
会
が
奨
励
し
た
心

的
態
度
は
、
非
資
本
主
義
的
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
反
資
本
主
義
的
で
も
あ

る
」
(
O
O
z
-
-
P
F
O
E
-
出
・
∞
口
臼
)
・

(
U
)
同

2
2
5
邑
き
ロ
ロ
O
由
自
主
千
切
の
Z
D
E
H
開
・
の
a
m
H
E
ι
4
司王』

mn伊
M
W

日
F
叶
ι
Z
H
岡
山
山
。
口
一
戸
田
N
U
J
m
・
H
∞
u
.

(
刊
凶
〉
k
r
・
冨
・
関
口
o
z
w
U
Z
N
E
m
E
含
同
印
n
r
o
E
E
H
町
-
∞
-
E
吋
・
5
A
H
a
-

ω
]同

(
U〉
ロ
Z
P
-
P
P
0
・
g
E
2
日
仏
・

(
叩
胤
〉
U
R
a
-
-
p
m
。
・
印
印
・
8
4
3
0
8
9
H
H
M
・
J
「
開
了
。
z
p
・
ロ
2
4
5
品
。
?

8
2
n
F
4
0
ロ
叶
y
g
E
問
問
。
百
三
印
。
N
Z
H
o
m
円
。
F
O
山
富
男
同
国
ロ
F
E
F
o
p

-
口
一
4
『
守
話
。
ロ
m
n
r
m
w
時
H
C
・
4
4
0
z
t
山
田
弘
司
内
ず
品
・
H
由
日
0
・
困
¥
ゲ
印
・
H
A
H
-

ハ
日
山
)
こ
こ
に
は
ク
ノ
戸
教
授
に
よ
る
一
宗
教
改
革
」
陣
営
と
「
反
対
宗
教
改

革
」
陣
営
の
両
者
に
貫
い
て
み
ら
れ
る
パ
ヲ

ν
戸
な
傾
向
の
、
み
ご
と
な
社

会
学
的
類
型
構
成
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
教
授
の
場
合
宗
教
上
の
勢
力
配
置

、
、
、
、

め
社
会
学
的
規
定
に
ま
で
問
題
を
掘
り
さ
げ
な
が
ち
、
そ
の
な
か
に
打
ち
だ

き
れ
て
い
る
経
済
的
利
害
の
分
析
へ
と
す
す
ん
で
い
な
い
た
め
に
、
商
工
業

、
、
、
、
、
、

都
市
ヂ
ュ
ネ
1
ず
と
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
'
タ
の
「
資
本
一
が
同
ヒ
性
格
の
も
の
と

し
て
犯
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
教
授
の
鋭
い
分
析
が
7
Z
1
パ
1
の
意
図
し
た

方
向
と
か
な
り
の
へ
だ
た
り
を
一
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
惜
し
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ジ
品
ス
イ
ッ
ト
派
の
「
自
由
」
も
、
カ
ル
グ
ァ

一一一八

y
派
の
「
自
由
」
も
と
も
に
ひ
と
し
く
「
経
済
の
問
由
!
一
で
一
括
さ
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
「
自
由
」
の
な
か
に
い
か
な
る
階
級
の
経
済
的
利
害
が
反
映
し

て
い
る
の
か
、
遂
に
分
析
さ
れ
な
い
ま
ま
に
お
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

(
幻
)
こ
の
評
価
は
や
や
早
ま
っ
た
感
が
す
る
。
第
一
に
グ
晶
1
パ
1
の
論
文

は
な
に
よ
り
も
吉
ず
一
プ
ロ
テ
ス
F
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精

神
」
の
因
果
連
関
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
‘
そ
れ
と
「
器
用
木

主
義
」
と
の
因
果
連
関
を
論
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
ほ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
を
離
れ
て
考
え
て
み
て
も
、
グ
ェ

1
パ
T
「
世
界
宗
教
の

経
済
倫
理
」
で
は
、
明
ら
か
に
こ
う
い
っ
た
側
面
が
鋭
く
追
求
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
第
四
版
「
経
済
と
社
会
」
目
次
中
「
宗
教
社

会
学
」
の
項
が
、
ヴ
ェ
1
パ
1
の
原
プ
ヲ
ン
に
よ
る
と
、
二
何
回
m
g
g
z
?

島
日
出
伯
仲
F
O
広
島
2
知
己
目
問
問
。
5
ロ
ミ
の
追
求
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と

い
え
よ
う
。

(
叩
叩
)
J
1
四
日
・
・
し
『
-
m
n
r
p
z
p
u
戸
凶
。

y
閏
わ
日
洲
口
ロ
内
山
〔
H
O
ω
同
町
内
川
区
目
。
H
H
O

N山口ω
『

4
2
t
。
y
回
目
h
国

5
5
ユR
F
'
M
V
O
ロ
己
m
n
F
O
回
目
別
件
件
。
F
星
田
口
n
r
o
ロ

お
由
H
‘
の
」
『
戸
印
・
∞
C
∞
・
た
だ
し
、
こ
う
い
う
論
」
乱
は
、
理
一
論
〈
あ
る
い
は

、

、

、

、

概
念
用
具
〉
の
継
承
と
発
展
と
い
う
問
題
に
ま
つ
わ
る
難
点
が
つ
ね
に
存
在

す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

(
叩
岬
)
k
r
ζ
.
問
。
。
-
f
u
z
N
E
m
山
口
弘
2
閉
会
。
-
z
z
F
m
印
・
区
∞
l
H
A
q
・

」
可
開
-
-
-
M
・
E
ユ0
向
。
戸
印
門
戸
い
ι
W
D
N
C
叫
の
2
n
F
R
F
Z
-
a
H
V
H
Z
】
同
耳
目
切
れ
官
。
吋

。
同
国
B
E
E
r
E
m
崎
。
E
H
O
P
忌
z
n
n
F
O
D
H
S
h
r
印
H
N
t
.
M
r
F
5
-
p
p

m
o
-
-
m
N
A
肝
一
口
U
N
H
戸
間
叶
{
〕
一
円
・

E
日出町剛叶叩由一向・∞巴即時同一.

(
川
出
)
山
川
ッ
タ

1
の
社
会
観
に
み
F
J
れ
る
「
反
動
的
」
傾
向
は
、
す
で
に
以
前

か
ら
多
く
の
人
に
よ
っ
て
、
神
学
的
、
社
会
学
的
、
歴
史
学
的
な
き
ま
ざ
ま
の

言
場
か
ち
指
摘
き
れ
て
き
た
。
尽
き
町
の
巧
Z
P
E
E
Z
E
E同
区

E
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「
資
本
主
義
」
論
の
形
成
と
展
開

く
大
づ
か
み
な
問
題
を
、
幾
っ
か
と
り
ま
と
め
て
書
き
記
し
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。

一
つ
は
、
つ
ぎ
の
点
で
あ
る
。
ク
ノ
ル
教
授
の
「
資
本
主
義
」
論
は
、
ブ

ラ
ジ
ス
革
命
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
(
と
く
に
ド
イ
ツ
・
ブ
ラ
シ
ス
・
イ
ギ

P
ス
)
の
思
想
界
に
ま
き
起
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
波
紋
を
追
求
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
「
資
本
主
義
」

概
念
の
類
型
論
で
ス
ミ
ス
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
、
ピ
ュ

1

9
タ
シ
革
命
お
よ
び
ア

j
p
カ
独
立
戦
争
が
彼
の
問
題
の
視
野
に
入
っ
て

き
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
想
う
に
、
こ
れ
は
彼
の
思
想
的
立
場
と

、
、
、
、
、
、

深
く
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
問
題
の
た
て
方
が

「
資
本
主
義
」
概
念
の
形
成
と
展
開
を
ジ
ャ
1
ナ

F
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
そ
れ

か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
そ
れ
へ
の
推
移
に
お
い
て
把
え
よ
う
と
す
る
、
そ

し
て
、
最
後
に
そ
れ
を
グ
ェ

l
パ
1
の
「
資
本
主
義
の
精
神
」
論
を
媒
介

に
し
て
イ
デ
オ
ロ

1
ギ
ッ
V

ュ
な
概
念
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
試
み
の

な
か
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ζ

れ
は
、
つ
ぎ
の
問
題
に
関
連
し

て
く
る
。
彼
の
関
心
か
ら
イ
ギ
り
ス
革
命
が
脱
落
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
資
本
主
義
」
論
は
、
ひ
と
つ
の
、
し
か
し
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
致

命
的
な
限
定
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ェ

1
パ
1
の
「
資

本
主
義
の
精
J

伸
」
論
で
と
く
に
力
点
の
お
か
れ
た
イ
ギ
P
ス
・
ア
メ

P
方

、
、
、
、
、

の
「
資
本
主
義
」
が
示
す
独
自
な
性
格
が
、
遂
に
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら

れ
て
問
題
に
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
か
ら
。
こ
う
し
て
、
第
三
に
彼
の

グ
ェ

1
パ
1
批
判
も
ま
た
、
少
し
く
的
は
ず
れ
に
お
わ
ら
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
は
グ
ェ

1
パ
ー
の
「
資
本
主
義
の
精
神
」
が

二
二

O

ど
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
示
す
社
会
層
(
歴
史
の
構
成
力
主
体
)
に
よ

、、

っ
て
担
わ
れ
た
か
と
い
う
グ
ェ

1
パ
ー
に
と
っ
て
基
石
的
な
問
題
が
、
彼

の
視
野
か
ら
消
え
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
彼
の
場
合
グ
ェ

l
パ
l

の
特
殊
近
代
的
な
「
資
本
主
義
」
概
念
が
こ

の
意
味
で
結
局
は
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と

は
ま
た
、
彼
の
「
資
本
主
義
」
論
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
(
イ
ギ
P

ス
・
ア
メ

F
カ
は
非
ヨ
l

ロ
パ
ッ
的
!
)
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
結
局
問
題
は
相
互
に
つ
な
が
り
を

も
ち
つ
つ
、
最
後
に
い
う
と
乙
ろ
の
「
資
本
主
義
」
論
と
は
何
で
あ
る
か

が
、
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ク
ノ

ル
教
授
は
自
ら
の
「
資
本
主
義
」
概
念
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
定
義
さ
れ

る
こ
と
な
く
問
題
を
終
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
ご

と
く
、
暗
黙
裡
に
「
資
本
主
義
」
は
純
粋
に
経
済
日
技
術
的
な
世
俗
的
秩

序
の
概
念
で
あ
り
、
「
資
本
主
義
」
の
も
た
ら
し
た
社
会
問
題
を
直
接
「
精

神
」
、
と
く
に
「
キ
り
ス
ト
教
」
の
責
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
宗
教
と
経

済
の
一
義
的
因
果
連
関
を
強
調
す
る
立
場
は
否
定
さ
れ
て
い
も
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
の
関
連
が
事
実
存
在
し
て
い
る
こ
と
ま
で
否

認
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
絶
対
な
い
の
で
あ
る
が
。
し
た
が
っ
て
、
た
と

え
教
授
は
意
図
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
か
ら
教
授
の
類

型
論
で
い
う
第
一
の
「
資
本
主
義
」
概
念
|
l
i
そ
れ
は
ト
マ
ス
主
義
や
カ

ト
P
ッ
ク
系
自
然
法
学
者
の
よ
く
採
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
'
ー
ー

へ
の
接
近
距
離
は
、
意
外
に
近
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
・
も

し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
教
授
の
い
う
「
資
本
主
義
」
論
が
今
日
改
め
て



こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
も
ま

た
、
お
の
ず
か
ら
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
シ
ス
、
革
命
と
そ
れ
の
投
じ
た
波
紋
が
よ
び
お
こ

し
た
ヨ
1

ロ
ヅ
パ
社
会
思
想
の
諸
潮
流
に
関
連
・
つ
け
て
、
「
資
本
主
義
」

論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
方
法
的
立
場
か
ら
、
保

守
主
義
の
諸
潮
流
の
思
想
史
的
意
義
と
位
置
づ
け
を
試
み
て
い
る
こ
と
、

ま
た
グ
ェ

l
パ
1
の
「
資
本
主
義
精
神
」
論
を
カ
ト

pν
ズ
ム
の
診
透
し
‘

て
い
る
国
々
の
資
本
主
義
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
一
一
骨
仙
わ
い
わ
い
「
わ
い
か
展

開
し
よ
う
と
試
み
た
点
な
ど
は
、
な
か
ん
づ
く
彼
の
独
自
な
思
想
的
立
場

を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
「
資
本
主
義
」
論
研
究
史
上
に
お
け
る
一
つ
の

重
要
な
寄
与
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ー
!
ク
ノ
ル
教
授
の
講
義
を
想
い
だ
し
つ
つ
|
|

(
一
九
六

0
・
九
・
一
二
)

「
資
本
主
義
」
諭
の
形
成
と
展
開

Mittelstand konnte sich gar nicht auf der Basis des Katholizismus entwickeln. In 

der Stadt Augsburg， z. B.， wurde an solcher Mittelstand immer mehr unterdruckt 

Prof. A. M. Knoll betont， dass die Stadt Augsburg soziologisch auch dieselbe Rolle 
wie die Stadt Genf zur Entwickelung des Kapitalismus spielte. Aber die Stadt Au-

gsburg mit den Jesuiten spielte wirtschaftssoziologisch gerade entgegengesetzt zur 

Stadt Genf zur Entwickelung des spezifisch modernen Kapitalismus. Ein solcher 

Kapitalismus entwickelte sich nur auf der Basis des industriellen Mittelstandes in 

Westeuropa und U.S.A. Nicht dieser Kapitalismus， sondern nur der sogenannte 
irrationelle Kapitalismus， nach der Terminologie von M Weber， konnte sich auf 
der Basis des Katholizismus in den St邑dtenAugsburg， Regensburg u. s. w. entwi-
ckeln. Daher scheint es mir verstandlich， dass der anti-kapitalische Romantismus 
auf diesem Grund entstanden sein durfte. Trotz einer solchen Problematik ist seine 

Arbeit fur uns sehr wertvoll， weil seine Arbeit die soziologische Beziehung zwi-

schen Religion und Wirtschaft ausserhalb des Gebietes des Protestantismus behandelt， 
woruber M. Weber bei Lebzeiten noch nicht genau schreiben konnte. 1m Zusammen-

hang mit diesem Hinweisen mochte ich zuletzt noch eines Problem aufzeigen Prof. 

A. M. Knoll behandelte das Kapitalismus-Problem nur im Bezug auf den Einfluss 

der franzosischen Revolution， aber in diesem Fall durfte man dieses Problem auch 
im Zusammenhang mit der Puritan Revolution behandeln， weil das Kapitalismus-
Problem besonders erst ein spezifisch modernes Problem ist .und ein solches Problem 

sich auch auf d.er Basis des spezifischen modernen Kapitalismus in England und 

U.S.A. entwickelte. 
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“Uber das Kapitalismus-Problem von Prof. A. M. KnoU" 

ー_，KazuhikoSumiya-一一
In dieser kleinen Arbeit rnochte ich meine Meinung uber die Ansicht von Prof. 

A. M， Knoll， Professor der Soziologie an der Universitat Wien， schreiben， weiI er 

das“Geist des Kapitalismus" Problem vo!，¥ Max Weber in seiner Arbeit beschrieb 

und ich Interesse daran ha be 

P，of A. M， Knoll behandelt das Kapitalismus-Problem im Zusammenhang mit 

der Aufbereitung der franzosischen Revolution in Europa， besorrders die Probleme 

der burgerlichen Gesellschaft von F， Hegel， Saint-Simon， August Komte und Herbert 
Spencer. Die Auflosung des Hegelschen Systems verursachte， seiner Meinung nach， 
einerseits die Entstehung des konservativen Sozialgedanken wie Rornantik， Neoro-
rnantik， Solidalismus (Heinrich Pesch) und Faschisrnus， und anderseits die Entwi-
ckelung des SoziaIismus und Kom血 unismus， Zuletzt fragt er unter anderen， ob 
man eine einseitige Kausalbeziehung zwischen Re1igion und Wirtschaft (z. B， das 

， sogenannte Unterbau-Oberbau Verh五ltnis)uberhaupt feststellen kann. Seine Antwort 

ist negativ ebenso wie bei Max Weber， Er scheint mir eher behauptet zu haben， 
dass die Religion eigentlich k-eine Beziehung und haupts邑chlicheVerantwortIichung 

fur die wirtschaftliche Beziehungen hat， Seine solche Meinung scheint mir der Typo-

logisierung des "Kapital-" und “Kapitalis血 us-" Begriffes zu entsprechen， Seiner 

Mein ung nach gibt es drei “Kapitalisrnus" Begriffe， 1) den technologischen Begriff 

des Produktiv-Kapitalis血 us，2) den des Kapitalis盟国 desuners証ttlichen Erwerbs-

triebes wie der “homo oekonomicus" von Adam Smith， 3) den KapitaJismus als 

das soziale Verh証ltnis，bei dem eine kapitalistische Klasse den Mehrwert des 

Proletariat od， der Arbeiterklasse ausbeutet， 

Der erste Begriff ist eigentlich ein rein technischer Begriff. Daher kann dieser 

Begriff mit allen anderen soziologischen Kategorien verbunden werden. Er ist 

neutral fur die sogenannten ideologischen Probleme， Dieser Begriff erscheint mir 

sehr adequat fur den Standpunkt Prof， Knolls. Prof. A， M.Knoll berief sich dabei 

auf die Max Weber's Theorie uber das Geist des Kapitali叩叫5，um seinen Stand-

punkt in seinem Werke zU verst訂 ken目 Esist sehr interessant und wichtig， dass er 
diese M， Weber's Theorie fur eine Entwickelung auf der Basis des Katholizismu5 

anzuwenden versucht. Aber gerade in diese皿 Fallscheint ein Problem zu entste・

hen， weil er uber den Begriff des “Kapitali阻 lUS"von M， Weber zu einem gewissen 

Grade falsch aufgefasst zu haben scheint. 

Er erkennt daran， dass die These von M. Weber nur auf der Basis des Protes-

tantismus， vor allem des asketischen ProtestantIsmus gilt. Zunachst weist er 

darauf hin， dass die Jesuiten genau dieselbe Rolle wie der Kalvinismus damals 
auf der Basis des Katholiz四国us spielte， Der Dominicus spielte auch die selbe 

Rolle wie das Luthertum， Daher behauptet er， dass die Jesuiten auch eine unge 
f邑hrgleiche Bedeutung zur F白rderungder Entwickelung des Kapitalismus hatte， 

Aber ich m己chteauf ein Problem in seiner These hinweisen， Die Jesuiten erscheト

nen zwar ganz die selbe Rolle wie der Kalvinismus zur Entwickelung des Kapita-

lismus gespielt zu haben， wie wir aus seiner These erkennen k呂田len，aber seine 

Ansicht scheint mir doch nicht g孟ltigsein Zu konnen， weil er dabei das Proble皿，
wen der Tr孟gerdes spezifisch modernen Kapitalismus war， und dass der Kalvini-
smus besonders gut in dieser Schichte durchdrang， Die Stadt Genf entwickelte 

sich auf der von diesem industriellen Mitterstand geleiteten Basis， Aber solcher 




